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はじめに

(1)本稿の日的

近年､国連の平和活動が多角化し､旧ユ-ゴ地域

や東チモ-ルなど､国連が国家建設や暫定統治に乗

り出す事例が見られるようになった｡そして､その

ことに伴って､そこで見られるパタ-ナリズムの問

題が指摘されつつあるO例えば､ネイル.ロビンソン

(NeiiRobinsorl)は､国連による国家建設について

の比較研究の中で,国家建設をめぐる議論がパター

ナリズムに貫かれており､現地の政治アクタ-の能

力や必要性を軽視していると指摘している1｡また,

五十嵐元道も,近年の国連による大規模な国家建設

活動を, ｢域外のアクターが特定の地域をその住民

に代わって統治する｣という統治形式の点で､ ｢ト

ラステイ-シップ (信託統治)｣の再登場であると

指摘したうえで､軍事力行使や､外部アクタ-の規

範に添った大規模な社会改良､現地勢カの政治的選

択や主体性の剥奪などのパターナリスティックな権

力作用を批半虻/ている2｡

もっとも､これらの研究が注目する事例は主に冷

'NeilRobinson,"Statej3uLdhgandhtematioはIPoiidcs'TheEmergenceof
a Ǹew'Pnjblem andAgenda",Ai血nHehwandNel一RobinsK)neds.,
Swe泌 gIIheoTyand丹血 (bndon.Rotltledge,2W7).
2括弧内は筆者が付加｡五十嵐元道 ｢トラスティーシップの系譜学:
人道主義と帝国｣日本国際政治学会報告 (詔11年11月)Oなお､冷

戦後の国家建設活動を ｢新しい信託統治｣とみる見方については､例

えば以下の文献を参照¢pewLyon,̀1もeR雌 andFinandP(芯IbleRevival
ofhtemationalTn戚戚 p,"I- Eダ Cb"ynonvtW & 叫 ryz如

Poぬ ,VOL31,凪 1(Ma血,1993);WduBmBain,及加emAIWdyand
Scx:均,:T7ustee* anddieadigadLmSオRbww(Oxiofd:0血 univ.Press,
2伽3).
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戦後の事例であって､国連平和活動3の繁明期の事例

において､すでに同様の問題が生じていたことは指

摘されてこなかった｡よって､本稿の目的は､第-

に､同様の行動様式が､冷戦後の事例に限らず､歴

史的に繰り返されてきたという事実を指摘すること､

そして第二に,国連による国家建設におけるパタ-

ナリズムに関して､新たな事例研究を提供すること

である｡そのことによって､他の事例との比較検討

が可能になると考えられるからである｡

1960年代のコンゴの事例は､国連平和活動の寮明

期において唯一国家建設活動がなされた重要な事例

である｡また､当初その活動を指揮したのが国連平

和活動の基礎原理を築いたダグ･ハマ-ショルド第

二代国連事務総長 わagHm ars柳Id)であったと

いう意味でも重要だといえる｡ハマ-ショルドの政

策形成の内に秘められていたパタ-ナリズムを見出

すことによって､国連平和活動の発足期から既に､

パタ-ナリズムが国連の国家建設活動の中に内包さ

れてきた可能性を示すことにもつながると考えられ

るからである｡そして､歴史家としてはこの点が重

要なのであるが､この事例は､国連による国家建設

が行われた事例の中で､唯一,限定的とはいえ､機

密文書が公開されている事例である｡よって,機密

解除を受けた国連や関係諸国の一次資料を用いて､

国連事務総長の政策の分析を行った点が､本研究の

特色でもある4｡

3国連による紛争管理の試みは､近年,紛争管理活動の理念型として
の ｢平和創造｣I ｢平和経緯j､ ｢平和構築｣､ ｢平和強制｣や､そ

れらの組み合わせを含むほど､多様化してきている8本稿では､国連

による紛争管理の試みを総じてr国連平和括勤｣(uNPeaceq悦tion)
と呼,Sも

4建前上 国連事務総長は,安保理や国連総会などから委託された任

務を遂行するのがその職務であるが､実際には,様々なイニシアティ

ブを行っている｡とりわけ､国連平和活動に関しては､事務総長のr特

別代表｣が､いわば現場監督として活動を取り仕切っており､その運

営に事務総長の意向が大きく働くのは言うまでもない｡本稿が事務総

長の政策を論ずるのはその意味においてである｡但し､国連事務局内

の政策立衆過程については,現在の国連の内部資料の公開状況では嗣
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ところで､国連の国家建設活動におけるパタ-チ

リズムの問題が検討される際に､この事例が対象か

ら外されてきたのは､---つには､この比較的新しい

研究テ-マに比して､この事例が古い事例であり､

政治学者の関心が向きにくかったことが考えられる｡

そして､いま一つの理由は､コンゴにおけるハマ-

ショルド事務総長の政策が,ともすると､アフリカ

人たちの意向を尊重した､パタ-ナリズムとは逆の

性質のものであるというイメ-ジが提示されること

があることが考えられる｡例えば､ブライアン ア-

クハルト元国連事務次長 (BrianUrquhart)は､｢ハマ

-ショルドは､(コンゴにおいて)､もちろん､恩着

せがましいような､パタ-ナリスティックな､ある

いは新植民地主義的な態度などをひどく嫌った｣と

記している5｡ハマ-ショルドは現在の国連の基礎を

築き,脱植民地化と冷戦が交錯する時代にあって､

｢ダグに任せろ (Leaveittonag)｣という合言葉が

できたほどの国際的指導力を発揮した国連事務聡最

だといわれており,いまなお世界中の多くの人から

尊敬を集めている人物である6｡それだけに､ア-ク

ハルトの提示するハマ-ショルド像は､∵鮫的なハ

マ-ショルドのイメ-ジと合致しやすい｡よって､

本稿は,まずこのイメ-ジを修正し､類似の問詰が

1960年代のコンゴの事例において既に見られてい

たことを指摘したいo

なお､ハマ-ショルドに関する研究は､伝記的な

性質を持つものや彼の政策に焦点を当てたものが主

であり､彼が抱えていたパタ-ナリズムに批判的な

検討を加えたものは管見の限りない了｡よって､従来

登が難しく､その点が本稿の限界だといえる｡もっとも､パンチやダ

ヤルら､事務総長特別代表からのインプットについては､実証できる

範囲で､紙幅の許す限り,記述することを試みた｡また､ハマ-ショ

ルドと国連加盟諸国との関係については,脚言の関係上 別格に譲り
たいD

5B血 UrquharLHLmmWSkjoLdPJewYork:Ⅰ血per&RowPubl汝 eIS,
1972),375
6国連コンゴ活動の最中に殉死し､その後ノーベル平和賞を贈られた

ハマ-ショルドを評価する論文や著作はこれまで数多く出版されてき

ているが､今倣紀に入ってもなお､ハマーショルドを粛賛する趣旨の

論文集が発行されている｡例としては次の論文集がある｡stenA並and

AnnaMa血Jungvisteds,7k伽 dPeaceI加gHLm t碕akiand
如月ihpだオdzeこ即即ewYo永.Pal卵YeMacm此恥2005).
7そもそも､rコンゴ危機｣に関する史的研究は､アメリカ外交史を中
心に発展してきたこともあり,づ 増経与に塞いてハマ-ショルドのコ
ンゴ政策を体系的に分析する試みは粉 になされてこなかった側面が
ある｡

の研究に対し､ハマ-ショルドの別の側面を浮き彫

りにすることにより､本稿はハマ--ショルドに関す

る研究にも新たな光を当てるものだといえる｡

さて､本論に入る前に､本稿における ｢パタ-チ

リズム｣という言葉の意味について述べておきたい｡

oxfordPocketDictiona扉 こよれは patemalとは､｢善

意の規制 (wed-meantregulations)によって､自由や

責任を制限すること｣だとされるo同様に､ 『基本

外来語辞典｣‖ま､ ｢パタ-ナリズム｣を ｢父が子に

対するような善意の管理､干渉､温情主義｣だと説

明している｡また､研究書における定義では､例え

ば著名なパタ-ナリズム研究者であるジェラルド･

ドゥウオ-キン (GeraldDworkin)は､ ｢強制を受け

る人の福祉､善､幸福,必要性､利益､価値などを

専ら理由として正当化されるような,ある人の行為

の自由に対する干渉｣と定義している｡そして,中

村直美によれば､法学や倫理学の専門用語の辞書に

おけるこの言葉の説明として共通しているのは,義

る者に対して何らかの干渉･介入が行われており､

その干渉･介入がそれを受ける者の利益になるとい

う理由で行われていることだという8O本稿では､上

記の要素に加えて､意思の押し付けが行われること､

すなわち､干渉を受ける者の意思が軽視されること

を定義の中に含めたい｡すなわち,本稿では､ ｢パ

タ-ナリズム｣を ｢干渉を行う者が､干渉を受ける

者の利益になることを信じて､後者の意思を軽視す

るようなやり方で干渉することを是認する考え方や

行動様式｣だと定義したい｡ラテン語のpater(父)

という語源からもわかるように､干渉を行う者と受

ける者の問には､父と子のような関係が想定されて

おり､前者は後者より文化的に成長段階が進んでい

ると前者が認識していることも,この言葉が指し示

す事象の-つの特徴だといえるO

本稿がこのような定義を行うのは､善意で行われ

た政策の持つ抑圧的な権力作用を浮き彫りにするた

めである｡というのも､本稿で示すように､パタ-

ナリズムは権限の濫用を含む抑圧的な権力作用の源

8ThePocketOxbrdDIChonary(Oxbrd:CnatcndonPress,1992);『基本外来
語辞鋤 東京堂出版､1990年;GeraldDwpTkin,"言切endismf'Ridurd
Wassershm血 ,MoTla砂 azddzeLaw(艶hlOnt,CA:WadswoぬPub,G).,
1971㍍併 中村直美F/て夕-ナリズムの研究』成文堂､2007年､l民
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になりうるからである｡そして､現地勢力の軽視と

抑圧的な権力作用において､冷戦後の国連による国

家建設活動と本事例とは共通点を持っているといえ

る｡

さて,本事例においては､ハマ-ショルド国連事

務総長によるパタ-ナリズムは､次の点において発

揮された｡すなわち､未熟なコンゴ人たちよりも彼

ら国連職員の方が､より良いコンゴの未来を築くこ

とができると考えられたことである｡このことは､

彼らがコンゴ人たちに代わって国家を運営するとい

う発想に結びつくとともに､現地勢力に対する軽視

の原因となった｡そして､彼らのパタ-ナリズムは､

自らの構想に対立するものを失権させ､自らにより

都合の良い政権の形成を推進するという内政干渉を

引き起こすまでに至る｡言うまでもなく､その過程

において､現地の人々の意思が重視されることはな

かった｡

よって､本稿では､国連コンゴ活動にパタ-ナリ

ズムが内包される過程､正統な首相を失権させる過

程､外部者が望ましいと考える政権を形成する過程

にそれぞれ一節ずつ充てる｡本稿を通して,パタ-

ナリズムがもたらす､正統性なき強権の発動 (内政

干渉)と､その問題点を明らかにしたい｡

(2) ｢コンゴ危後Jの発生とハマーショルドのコン

ゴ政策の概観

｢コンゴ危機｣(congoclisis)は,脱植民地化の

過程を基軸としつつ､冷戦がそれに交錯し,複雑な

対立関係を織り成しながら展開した｡議論に先立っ

て､｢コンゴ危機｣の発生過程とそれに対するハマ-

ショルドの対応を概説したい｡

脱植民地化の過程の率で､コンゴでは様々な対立

関係が発生したO宗主国ベルギ-からの政治的な｢解

放｣を至上命題に掲げる ｢急進派｣とベルギーとの

対立に加え､｢急進派｣とベルギ-との協調路線を採

る ｢穏健派｣との対立があった9｡また､｢急進派｣

や｢穏健派｣が集権的な国家を理想としたのに対し､

9 ｢急進派 (extremはS)｣や ｢穏健派 (mCderees)｣という呼称は､反

植民地主義運動における彼らのスタンスから来ている｡(旧)宗主国か

らの ｢解放jを追及する ｢急進派｣の主張は､(旧)宗主国にとって､

敵対的で ｢過激｣であり､それに比して､(旧)宗主国との協調を模索

する ｢穏健派｣の幾度は､まさに r穏健｣に映った｡

分権派の指導者たちは､地方の権限を極大化するこ

とを模索した｡分権派の筆頭が､後述するカタンガ

のConakat党であり､彼らは彼らの自律性の確保を

重視し,コンゴからの分離も辞さない構えを見せて

いたQ

コンゴの ｢独立｣ 10の過程は､1960年1月末の決

定から6月末の実施まで､わずか5ケ月という短期

間だったことで知られているOベルギ-人たちは､

｢独a 後も彼らがコンゴの国家運営を実質的に担

うことに変わりがないと考え,名目的な ｢独立｣付

与にを魂麦抗を見せなかったためである｡しかし,｢独

立｣が近づくにつれ､コンゴ人の公務員や軍人の間

では､ベルギ-人たちが撃や行政機構の上層部を占

め続けることへの不満が募ることとなった｡7月 4

日､｢独立｣が彼らの待遇に変化をもたらさないこと

を告げられたコンゴ兵たちの不満が爆発し,ベルギ

ー人将校に対する反乱と白人一般への攻撃が発生し

た｡人命と財産の保護を理由にベルギー等が介入し

てコンゴ兵との間に戦闘が発生し､死者が出るに至

った｡これがいわゆる ｢コンゴ危機｣の始まりであ

る｡

この ｢危機｣を複雑化させたのは,カタンガ州政

府によるコンゴからの分離独立運動であった｡鉱山

地帯の集中するこの州では､州南部に居住する諸部

族の連合体と白人入植者が結託して58年にconakat

党を形成し､カタンガの分離独立を推進してきた｡

彼らにとって､首都レオポルドヴィルにおける混乱

は､分離独立を実現する絶好の機会となり,7月11

日､カタンガ政府のモイズチ ョンベ大統領 (Mo'lpSe

Tshombe)がカタンガの独立を宣言した｡そして､

ベルギ-政府は､｢急進派｣と対立する ｢穏健派｣と

カタンガ政府の双方を支援しながら､｢急進派｣のパ

トリスリレムンバ首相 (pa出ceLumumba)の失権を
目指す政策を探ったのである｡

ベルギ-軍とコンゴ兵の戦闘の発生と､ベルギ-

によるカタンガ支援を受け､ルムンバ首相とジョゼ

フ･カサヴプ太統蘭 OosephKasavubu)は､ベルギ

10コンゴにおいては､ベルギ-がコンゴに主権の移譲 (いわゆる ｢独

立｣の付与)を行った後も､ベルギ-人たちが翠や行政機構の中枢を

握っていた｡よって､｢独立｣は多分に名目的な側面があった｡このた

め.本稿では r独立｣という言葉を､国家主権の移譲を指す言葉とし

て､鍵括弧つきで用いる｡
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-の ｢侵略行為｣から国土を守るための支援を国連

に求め､支援を得られなかった場合､ ｢バンドン条

約諸国｣に軍事支援を要請することを示唆した｡こ

れにより､国連の軍事的関与が発生することになる｡

ハマ-ショルドは､この ｢バンドン勢力｣を中国共

産党の意味だと解釈Lll､国連が軍事的なプレゼン

スをコンゴに築くことによって､共産主義諸国の関

与を防ごうとしたからである｡このため､当初､技

術援助に留まるはずだったコンゴへの国連の支援は､

国連軍の派遣を含む大規模な活動へと拡張されるこ

とになった12｡ハマ-ショルドは､技術援助という

土台の上に､平和維持活動を接木することにし,そ

のことで自国民救助を理由に介入したベルギ-軍の

撤退を可能にしようとした｡スエズ危機において､

軍事介入した其仏軍と国連緊急等が入れ替わること

で､英仏の撤退に道筋をつけた前例があったからで

ある｡

ハマーショルドの方針の根底には､ ｢防止外交

(preventivediplomacy)｣と呼ばれる冷戦政策があ

った｡ハマ-ショルドは､かねてからアフリカが冷

戦の ｢外｣にあり続けることが重要であり､｢問題を

可能な限り冷戦の軌跡から離しておく｣べきだと考

えていた130彼が ｢防止外交｣と名づけたこの政策

方針によれば､国連の役割は､まだ東西対立に巻き

込まれていない地域で紛争が発生した場合に､国連

のプレゼンスによって､紛争を局地的なものに留め,

東西対立へとエスカレ-トしないようにすることで

あった14.

この政策は､コンゴの内政に対する相当程度の介

入を必要とした｡というのも､ルムンバ首相が,ベ

ルギ-軍の撤退とカタンガ政府の後ろ盾となってい

るベルギ-人たちの退去を達成すべく､ソ連への支

】ITelegram62hmNew%rktoS∝rehryofState(以下,TelegramNY62
のように表記),13-71960,77CG.00,U恥 ree】2.
-2この経緯の喜鞘号音については,拙稿｢『コンゴ危機』におけるハマ-
ショルドの政策目標｣『一橋法学』第10巻第3号 C2011年)を参照｡
-3sG/90,臥3-1960,quotdinUrquhaq386;̀でmmT叫 ofPress
Conference,Newlぬrk,"5-2-1959,PPSG326.
'4郎htrcdvch totheFiReenthArnualReFK,d,nUN工k Ai4390仏血1,
31･&1960,PPSG130-34;なお､｢防止外交Jについてを払下を参照｡In由
ChuJ亡ーS"仰山(,･tr,FYLI一､九Lrt･.I:Lll'･fhNLTW L̀rblFh,LPtr∬(すIntLT7JdnlLY■JI
ChaniZPdon,2nd由.,耶ewⅦ)rk:RBndom比和Sら1959もchp.14;nomas
良)udreau,汲eadzuzgdzeShwd,.neUN,蜘 ty伽 aTddze
肋 QflhSm 70dcmalCbnjh (NYetaL:Gm慧IWOOdPress,199ま),
50-52;香西茂『国連の平和維持活動』有斐閣､1991年｡

援要請を示唆し続けることで,ベルギ-や国連に圧

力をかけようとしたからである｡ゆえに､ハマ-シ

ョルドは,国連がコンゴの行政機構を実質的に統治

し､コンゴに対して提供される全ての援助を国連が

一元的に管理することで､ソ連の関与を排除しよう

と試みた｡それは,国連がコンゴ人に代わって国を

統治し､コンゴに流入する全ての援助を管理し､そ

のことによって,ソ連の関与を防ぐ政策であった｡

このように､新興国への技術援助､その拡張として

の国連による暫定統治,｢防止外交jの三位一体の構

想が､ハマ-ショルドのコンゴ政策の枢要であっだ 5｡

本稿でみるように､この政策の追求は､最終的に

はルムンバの失権と,ハマ-ショルドらにとってよ

り都合の良い ｢穏健派｣の主導する政権の樹立へと

つながることになる｡ソ連の関与を防ぐ上で､ルム

ンバの失権が必要だと考えられたからである｡彼ら

揺,それが彼らの干渉を受けるコンゴ人たちの利益

になると信じていた抄しかし､その過程で､彼らは

コンゴ人たちの意思を軽視して､コンゴ人たちによ

って選出された正統な首相の失権を支援し､練会で

の支粍簸盤を持たない ｢穏健派｣の政権を作り出そ

うとした｡そのために,彼らは-ル隼にも渡る中央政

権の瓦解と､その間における各地での権力闘争を招

くことになる｡そして､彼らが促した ｢穏健派｣と

｢急進派｣の決裂は､政権再興の過程では修復され

ず､｢第二次コンゴ紛争｣の遠国を作ることになるo

l 国連コンゴ活動の発足とパターナリズムの内包

ハマ-ショルドのパタ-ナリズムは､国連コンゴ

活動 (略称oNUC)の発足当初からみることができ

るOこの節では､コンゴ人たちが ｢準備不足｣で ｢独

立｣を達成したと認識される申､国連による国家運

営の肩代わりが模索され､その中でコンゴ人たちの

意思が軽視されていく過程を述べたい｡

アフリカにおける脱植民地化の進展に伴い､50年

代半ば頃から､ハマ-ショルドは､アフリカにおけ

る国連の役割に関心を示し始めたO｢独立｣を達成し
たばかりの国々は､経済発展や行政機構の運営にお

いて困難を抱えることが多かったからである｡コン

15この三位一体の構想の形成については,拙稿､前掲論文を参照｡
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ゴの問題も､当初は国連による技術援助の問題とし

て捉えられた｡

ハマーショルドの考えでは､新興国ではそれまで依

存していた欧州人公務員の帰国などにより､r必然的

に不可避的に行政職員のある程度の流出｣が起こるた

め､国連には､ ト時しのぎの (stopgap)系臓 )｣とし
てそこに入る特別の責任があっだ6｡中でも,人材の

問題に関しては､ハマーショルドは､国連を通じて途

上国に人材を提供するOPEX プログラムを立ち上げ､

既に国連総会の承認を受けていたO本稿における議論

との関係で注目したいのは､ハマーショルドによれば､

同制度は建前上､ ｢誰からも強制されず｣､受入国政

府の要請によってのみ始められ､その政府の決定で終

了しうるという意味において､ ｢植民地主義的な取り

決めの性質とは正反対のもの｣であったという点であ

る17.このように､ハマ-ショルドは､受け手の自主

性を重んじる態度を見せることで､国連による支援と

植民地主義的支配との対比を強調していた｡しかし､

後述するように､実際にはコンゴにおける国連の活動

は､支援の受け手であるコンゴ人たちの意思に重きを

おかないような形で進められていくことになる｡

コンゴに関しても､ハマーショルドは､国連が積極

的に支援を行う姿勢を示したOハマ-ショルドは､59

年12月下旬から6週間に渡るアフリカツア-の中で､

60年の7月にベルギーからの ｢独立｣が予定されてい

たコンゴにも訪れているOその際､ハマ-ショルドは

現地のベルギ-人や数人のコンゴ入指導者に会い､経

済開発計画や資金受け入れの面で,国連や国連専門機

関との協力には､宗主国にもメリットがあることを強

調した｡ニュ-ヨ-クへ戻った後も､同事務総長は､

ベルギ-の国連大使と会談し,国連の新興国支援には､

国連事務局から現地に ｢常駐代表｣を派遣する手法が

あることを説明した18｡このように､国連のコンゴに

" "StatementintheEconomicandSocialG汎mCilorlASsistaKKeloForm er

Thd TefdtodesandOmerNewlyIndependentStatesirkA銚ca,"144-1960,
Andrew G)rdier and Wlder恥 te edsり 地 物 ず d7e

SkcTeBmes-G肋かdQfdzeumltedNa伽 (以下.ppsGと格言e),VOLⅣ
耶ewYork:ColnmbiaUniv.Press,19741567-級

j7"n℃mThnscriptofPressCbnference,NewYork;'4-2-1960,ぬid.,535,
'&ロリグンの外相宛の書簡によれは 技術援助のための r常駐代表j

は､この時点で40人はどおり､彼らの任務は,敏文経国から国連への

援助要請について助言を与え.専門家が滞在する際の行政的問題を取

り扱い､政府の省庁間のリエゾンを確保することであった｡D.412A

(WLA叩 NoS.408d'ozdre314,Secret,deW I血dan主P.Wgny,12-2-19a),

対する支援は､当初､人材提供や小規模の財政支援を

軸とした新興国支援策が中心となるはずであったo

ハマ-ショルドは､コンゴへの ｢常駐代表｣の派

遣を決め､併せて､コンゴの独立式典を機に､ラル

フ･パンチ国連事務次長 奴alphBunche)を現地に

派遣して､支援のための調査をさせることにした｡

そして､ハマ-ショルドの長年の友人で,当時リビ

アの鉱山事業に携わっていたスウェ-デン入実業家

ステユレ･リネル (stureLinner)が､パンチの補佐

として同行することになった19｡しかし､コンゴ政
府との協議のために訪れたパンチの役割は,｢独立｣

直後に発生した ｢公安軍 dorceptlbhqtle)｣のコンゴ

兵による反乱とベルギ-軍の介入により,大きく変

更されることとなった｡

このような ｢騒舌LJの発生について,西側諸国で

は､｢独立｣に対する準備不足にその原因をみる見方

が広まっていた20｡上述のように､コンゴ人たちの

不満の爆発は､ベルギー人からの権限の移譲が充分

に行われなかったことに大きく起因していたが､こ

の点がおきざりにされているのがこの準備不足論の

一つの特徴でもあるO

国連コンゴ活動の発足の直後に､パンチが ｢ここ

での､主要な仕事は､無秩序の大半の原因である公

安軍の建て直し｣だと述べたように､コンゴ人の訓

練不足を ｢騒吉Ljの原因と見る見方は,国連職員の

間にも少なからずもたれていた2㌔ このため､国連
がコンゴに技術援助を提供することでこの事態に対

処するという構図ができあがった｡そして,その構

想はすぐに拡張され､ハマ-ショルドは,国連がコ

AFLlCongofgvrier19細,A血 vesdiplomatlqtleS,AzdivcsduMir血とfedes
A免 iresEtrangtres,BnⅨenes(以下AMAEと略記).
】9TelegramNY1357,絡 1960,77OG00,RobertiJ3Stered.,Cbplj迄imdalu.i
5おおLkparimenicenklalS放ちCbng(ネ19601JuuiaFyl%3,AUFACbuedjon
魚omLexはNexis(以下uFAと略記),feeu,
2mベルギ-では､保守派が｢独立｣の付与が時期尚早だったとして政
府を批判し､コンゴに隣接する英領ロ-デシアでは､白人たちは､｢訓

奴されていない人々に政権を渡したj失敗を､英領では避けるべきと

主張した｡また､国務省のアフリカ問題担当の次官補も,｢基本的に､

コンゴにおけるトラブルは､独立が､いかなる準際や､ごくわずかな

政治的な基盤の構築もなく､与えられたという事実から生じているj

とする覚書を作成している,Tuegram101h'mBnl況 ktoSecState,10
Jay1960,770GOO,UFAnicro恥 Tee12;Tek押 41血)mSaHsburyto
SecState,llJuly1960,ibid.;"ASumrnaryofthePokicalSituaion,"attached
toarK)te免omI.C.Sanedhw由tetoSecretaryHerter,10July1960,lbid.

2jhcoI血gCkxle(瓦ble94(以下.hcDm柳 のように表記)hmBtirde
tosecGen,18J7-19a),SO217カ∝)1q UnitdNa点弧SA血 ive,NewⅥ痕(以
下uNAと略記).
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ンゴを暫定的に統治する計画を持つに至る｡未熟な

コンゴ人に代わって国連が国を治めるという発想に､

彼らのパタ-ナリズムが秘められていた0

7月13日に開かれた国連安全保障理事会 (以下､

安保理と略記)におけるハマ-ショルドの説明によ

れば､これはコンゴにおける ｢治安行政｣の再建の

問題であり,短期的には国連軍が ｢秩序｣を維持す

ることで､自国民保護の目的で介入したベルギ-翠

の撤退を可能とし,長期的には国連の技術援助によ

って､コンゴ政府の治安維持組織が適切に機能する

ようにすべく支援を行う方針であったO言いかえれ

ば､国連の目標は､｢準備不足｣で ｢独立｣したコン

ゴ政府に対して国家機構建設の支援を行うことであ

り､それまでの ト1時しのぎ取り決め｣として国連

軍が治安を維持することであった｡

こうして､国連は,コンゴの国家建設に乗り出す

こととなった｡ハマ-ショルドの説明によれば､ベ

ルギ-軍撤退の確保はあくまで1時的なタスクであ

って､活動の本来の目的は､ ｢独立｣の準備を整え

る充分な時間を取れなかった国に､技術援助を与え

ることであった22Dそれは国連史上初の試みであり､

ハマ-ショルドはそれを ｢低開発国と国連の歴史に

おける､新しく決定的な車の始まり｣と評した23｡

この取り組みは､建前上はコンゴ人による国家建

設に対する支援だったが､実際には国連自体による

暫定統治の試みだったといえる｡oNUCの活動が国

家建設に対するコンゴ人たちへの支援だったのか､

あるいは､国連自体が行政機構を運営する暫定統治

であったのかについては､議論が分かれてきた｡

oNUCにも従事したア-クハルト元国連事務次長

は､著書 『ハマ-ショルド』の中で､コンゴ人たち

が ｢新たな形の植民地主義的後見｣だとみなさない

ように､｢あらゆるステップにおいて,経験のないコ

ンゴ人指導者たちと協力を維持することが不可欠だ

った｣と記し､彼らがコンゴ人たちの意思を尊重し

22ベルギー軍撤退確保という目的に関しては,ハマ-ショルドは､

oNUC司令官への公嶺の中で､｢(国連)軍のプレゼンスは今年を超
えることはなさそうだj との見通しを示していた (引用文の括弧内は

筆者による)｡ChltgDing如mSccgentovanfront147-19棚,SO217iXX)1-5,
LTN.･L
z3ch'tgping点pmS∝G印tOdeSeynes,19-7-1960,ぬ ming/mt伊ingcode
cabksJune60-Sept61,tx)xl,CbngoCrisqnagFbmmanqold私感ng
G.179lmmdigaBlbhoteket,St∝加'lm (以下KBと略言D .

ながら行った､コンゴ人たちへの支援だったことを

示唆している｡これに対し､ステイ-ヴン･ラトナ

- (stevenRatner)は､ハマーショルドの言う ｢コ

ンサルタント｣たちが､実際には､コンゴ行政にお

ける政策決定の大半を担ったと指摘する24｡

国連事務局の内部資料を読む限り､後者の方が実

情に近かったといえるOハマ-ショルドは､コンゴ

政府の各省の上層部につける ｢顧問｣を,名目的に

は oNUC民政部門の責任者であるリネルに助言す

る顧問とするものの､彼らは ｢実際には､(顧問とい

ラ)帽子を被る､政府の様々な省庁の影の事務次官｣

だと考えていたからである｡つまり､リネルの法務

顧問は､｢事実上､法務事務次官として機能する｣予

定であった｡但し､建前上はあくまでコンゴ人によ

る国家建設への支援であるため､それは ｢我々が口

にはしないこと｣であった25｡

問題は､暫定統治構想があったこと自体よりも､

それが国連職員によるコンゴ人軽視につながったこ

とにあった｡そのような兆候は､この時点で既に表

れ始めていた｡例えば､ハマーショルドは､アメリ

カの国連大使との会談の中で､この試みが｢国連が､

初めて政府のない国を支援する｣ケ-スであること

を語っている｡実際にはコンゴ政府は存在していた

が､この言葉は､コンゴの行政機構を運営するのが

コンゴ人ではなく国連だという意識の表れだといえ

るOこの国連大使の公竃によれば､このため､｢国連

のプログラム全体が､コンゴ政府の明確な形での承

認なく進んで｣いた260

このようにして､｢準備不足｣で ｢独立｣を得た

コンゴ人たちに代わり､国連の提供する ｢影の事務

次官｣たちが暫定的に回を統治する構想がもたれる

中で､彼らのパタ-ナリズムが活動の中に内包され

ていくこととなった｡そして､このようなハマ-シ

ヨルドの態度は､彼が ｢子供｣だとみなしたルムン

バ首相ら ｢急進派｣への蔑みによって増幅されるこ

とになる｡

桝StevenRabler,伽 NewこjNPeacekeq)btgI血肋 gb7Lands材CbrlJlict
aPwdzeCbktWw(NYSLMa血喝1995),1鵬.
25括弧内は筆者によるochtgoinghmSecGentoBu瓜he,247-1960,
L179,KB.
26Tele辞amNY121,18-7-1960,GlennLaFantasieetaLds,伽 gn肋
〆uhkedSbiey,1958-1560,一成14,(以下､mこぼと略言a),320.
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2 パタ-ナリズムと政府転覆への関与

国際関係史の分野では､機密文書の公開に伴い､

ルムンバ政権崩壊における､国連事務局､アメリカ､

ベルギ-の関与が徐々に明らかにされてきた270今

やハマ-ショルドがルムンバの失権を願い､対抗勢

力である ｢穏健派｣を支援したことは疑う余地がな

い｡その一方で､ハマ-ショルドとルムンバが決裂

に至った原因自体については,まだ解明の余地が残

されている｡本稿は､その中でも､ハマーショルド

のパターナリズムが果たした役割に注目する｡ハマ

ーショルドが､ルムンバを説得するという選択肢を

放棄した大きな原因となったと考えられるためであ

る｡

国連コンゴ活動を進めていく上で､ハマ-ショル

ドが受入国の首相であるルムンバの理解を得ること

を放棄したのは､国連職員たちのルムンバに対する

侮蔑観と無関係ではなかったといえる｡そして､カ

タンガ問題の処理や､ルムンバのソ連接近をめぐっ

て､両者の対立が昂じるにつれ､ハマ-ショルドは､

ルムンバを首相として不適格だとみなし､｢穏健派｣

指導者たちこそが ｢コンゴの未来の礎になるべき｣

だと考えるようになるOそこには､誰が国を治める

べきかを外部者が判断するというハマ-ショルドの

パタ-ナリズムが見え隠れしていたOそして､ハマ

-ショルドは,｢穏健派｣による政府転覆活動を影か

ら支援していくこととなる｡

(I)ルムンバに対する侮蔑観

パンチが初対面の際の印象を ｢ビジネスライクで､

知的で知識があり､素早く､最もまじめ｣だと述べ

たように､国連職員たちは当初､ルムンバに対して

好印象を持っていた｡しかし､ルムンバが稚拙で摘

喝的な外交を展開することにより､その評価はすぐ

に ｢完全に狂人的な子供 (utterlymaniacalchjld)｣へ

271j父Narnikas,i%触 grouJldAぬ ･TheColdWおand仇eCbngpCぬis,
196a1965",Ph.D.Disseぬ血n,UniversityOfSouthem Ca放)m転2002,
183湖;伽 lle0)uirn d̀rheCbkiVhf(bmesbA魚im･Cordieraridthe1960
ChngoCnsIS,"Jbw7dQlizimwdbnd磯 u3,ⅦL47rK).1(1993),hldoDe
Wltte,meAsSaSSbtadmqfLLQnumbagJ)nd弧 afKINewYork:Verso,2001),
16-20;Al肌 James,BぬめILu die Cmgo CT鳴 1960L63(bndon:

MacMil血 PressLidり1996i紗72;三頚拓也 rコンゴ脚 と反ルムン
/領だ密工作-九六〇年七月～九月jF名古最大学法政論簸良策 193号
し_Tll二年1亡

と急落することになった28｡ルムンバが厄介者だと

みなされるようになるにつれ､ハマ-ショルドらは､

彼を説得するのではなく､迂回する形で物事を進め

るようになる｡そこには､彼らが子供だとみなした

ルムンバよりも､彼ら自身の方がより良いコンゴの

未来を形成できるという確信が垣間見えた｡

国連職員たちのルムンバ評価が急落した大きな

原因となったのは,ルムンバがソ連拓殖をちらつか

せることで国連に圧力をかけようとしたことであっ

た｡ベルギー軍が撤退せずに国連軍と協働するとい

う噂を懸念したルムンバは､7月17日,72時間以内

にベルギ-軍撤退を確保するよう国連に求め､それ

が果たされない場合には､ソ連に支援を求めると通

告した｡こうした悔喝的な外交手法により､ルムン

バは国連職員や西側諸国から厄介者とみなされるよ

うになった｡

パンチがルムンバを子ども扱いした様子は､この

ルムンバの ｢最後通牒｣をめぐるやり取りにも表れ

ているoパンチの公亀によれは パンチが最後通牒

を拒否したと伝えた地元紙を握り締めて怒りを露に

するルムンバに対し､パンチがその記事を否定した

にも関わらず､ルムンバが言葉を続けたため､｢私の

言葉を疑うのかと,きっぱりと語間した (demanded

natty)｣ところ､ルムンバは ｢急におとなしくなっ

て (climeddown)｣､その後は会談中おとなしい態度

で接したという｡既に二度伝えたことを ｢サプライ

ズだ｣と述べたルムンバに対する､パンチの侮蔑感

は想像に難くない｡この会談中､ルムンバは､国連

活動の派遣が彼の要請によるものであり､国連がそ

の義務を果たさないならを義臣表を要請できると主張

したが､パンチは ｢それを無視した｣と報告してい

る290ルムンバの発言は､受入国同意の原則という､
国連平和維持活動の大原則を述べたものであり,パ

ンチの態度は明らかに一国の首相の発言に対する態

度ではなかった｡

28m∝'ming16触mBtmchetoSecGen,517119幼,Sa 17jXX)1収 UNA;

hcoming80h'mBunchetoSecGcn,16-7-1960,lbid.;パンチは､ベルギ-
のフアンデンポシュ大使に対しても､ルムンパを ｢無分別な子供｣だ
と述べている｡TilggEamme335deliopoldviBeaBeg Brnxe晦 ,
16･711960,tx)言te301/1,PapiersJe弧 ⅥmdenBou tC飢tred'Ebdesetde
D… entationGueだ℃etSociaiscontemFX)raines,Bruxellest
2gb00mbgONUC29如mBunchetDSedSen,20-7-19め,SB217棚 1m_,
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ハマ-ショルドのルムンバに対する評価も低か

ったO両者はルムンバが訪米した際に会談したが､

ハマ-ショルドはルムンバに対して良い印象を持た

なかったOこの会談で､ルムンバは､ベルギ-軍撤

退の期限を決めるようにハマ-ショルドに迫ったよ

うであり､ハマ-ショルドによれば,｢(撤退の)タ

イムテ-ブルに関する不可能な期待や､公安等の使

用という脅し｣などに対して ｢断固としていなけれ

ばならかった｣という300この会談を受け,ハマ-

ショルドはカナダ外務省に対し､ルムンバが ｢友好

と率直さには反応がよく､感受性力巧象いが､様々な

影響力に揺り動かされる傾向｣があり,｢無知で､と

ても碑疑心力巧轟く,卒がないが､考えが未熟で,全

アフリカ指導者の中で規模が最も小さい｣との評価

を伝えている310

このような､ルムンバに対する国連職員たちの侮

蔑感は､この後､ルムンバの持つ回内的な影響力に

対する過か評価と､彼を除去すれ蛾問題が解決する

という短絡的な見方へ とつながっていくことになる｡

他方で､｢穏健 派 ｣ と呼 ば れるコンゴ人指導者た

ちに対する国連職 員 た ち の 評 価は高かったOベルギ

-の支配からの解放を至上 命題に掲げるルムンバら

r急進派｣に対し､｢穏健派｣指導者たちは,コンゴ

の経済発展においてベルギ-が果たす役割を重視し,

協調路線を主張していた｡冷戦との関係でいえば､

ベルギ-との政治的経済的関係の存続を重視する彼

らは､ベルギ-との関係を切ってソ連に近づこうと

するルムンバの方針に強く反発した｡彼らは､ルム

ンバのソ連に対する支援要請がコンゴの共産主義化

に道を開くことを危供し､ソ連の関与を排除するハ

マ-ショルドの政策を支持したOよって､彼らは親

ベルギ-であるだけでなく､規国連でもあったO

ハマ-ショルドも､彼らを ｢国連にとって好まし

いものたち｣, ｢真の誠実さや知性,ナショナルな

責任感｣を持つ ｢コンゴの政治的未来の礎となるベ

y'括域内は筆 者 に よ る｡ OutgD軸 CTopSecr｡),247-19紺,
払 刀mingloutg)in蕗Cdecables,L179,ⅩB;TTIOmaSKanza,me蝕eandFag
qfRatnceLiuTZundxzIα嘩めかdte伽 goO3osh)n;GK蜘 &a).,19791
238140.

31E如 dhmBd血g触 k加 地 PrimeMi-疲 er,2931Jdy1960,
h zuTumis伽G地 肌EdendRe触 (以下DCERと略記),VOL27,
25,

き者たち｣と評価した32｡そしてこの言索には､コ

ンゴの未来を担うべき者が誰なのかを､外部者であ

るハマ-ショルドカ判断するという意味において,

彼のパタ-ナリズムが表わされていたといえるOそ

して､このパタ-ナリズムは､ ｢穏健派｣によるル

ムンバ政権の転覆を後押しすることにより､具現化

することになる｡

(ヱ)/てタ-ナリズムに対するルムンバの反発

上述のように､ハマーショルドは､国連が実質的

に国を統治することでコンゴに流入する援助を排他

的に管理し､それによってソ連の関与を排除する構

想を立てた｡しかし､このようなパタ-ナリズムの

漂う構想を,ルムンバは好まなかったOそれは､彼

の外交上の自由度が制約されることを意味しており､

彼にとって国連へ の 過 度 の 依存は,勝ち取った ｢独

立｣を損なうもの に み え たからである｡

ルムンバの至上 命 題は､ベルギ-による支配から

の解放であった｡上述のように,ベルギ加入たちは､

コンゴの ｢独立｣を可能な限り名目的なものに留め

ようとし,｢独立｣後もベルギ-人たちがコンゴの同

家行政の上層部を握り,行政運営を継続することを

想定していたOベルギ-政府は､コンゴ兵の反乱が

発生すると,条約に違反してコンゴ政府の同意なく

軍事介入を行ったOそして,ルムンバ首相とカサヴ

ブ大統領がベルギ-政府に外交関係の断絶を通告す

ると､カタンガ体制を支援して親ベルギーのカタン

ガ政府を中心としたコンゴの再編に乗り出したので

あるO従って､ベルギー軍を追い出し､コンゴ全土

を政府の統治下におくことが,ルムンバにとっての

最優先課題だといえたo

そして､ルムンバは､この目的のため､米ソを競

わせて両国の支援を引き出そうと試みた｡当時､米

ソにとって､新興国が東西いずれの陣営に入るかが

重要だったため､ルムンバはこのことを利用して米

ソに支援競争を行わせようと考えたからであるO

これに対し､ハマ-ショルドの優先事項は､冷戦

闘争がアフリカに及ぶのを防ぐことであったOそれ

32TelegramNY349,7-&19輔,m uS,195811960,VOL14,395-99,I--血 g
B282fbm鮎:r改野 伽 eral(LeoFD仏独)toCord3er,1% 1960,hcommd
outgDhgcodecables,Li79,KB.
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だけに､ハマーショルドの目から見て､米ソに援助

合戦を行わせようとするルムンバの手法は危険なゲ

-ムに見えた｡このため､rルムンバの全方面への支

援要請が､技術者とともに入ろうとするソ連ブロッ

クの試みにつながる｣ 33ことを懸念したハマ-ショ

ルドは,国連がコンゴに流入する援助を管理するこ

とで,これを防ごうと試みた｡国連が行政機構を運

営し､コンゴへ提供される技術援助の一元的な窓口

となれば,ソ連の関与を排除することができると考

えられたからである｡

もちろん,ハマーショルドは国際的な平和のため

にこれが必要な施策だと考えていた｡しかし､この

｢善意｣による干渉 (すなわちパタ-ナリズム)に

ルムンバは反発したo国連による管理は､ルムンバ

にとって彼の外交上の自由度や,米ソに対する交渉

力を奪うものであり､コンゴに対する主権侵害だと

捉えられたからである｡そもそも､国連がベルギ-

軍撤退を依然として確保できておらず､国連自体の

有用性が未知数である当概 において､国連以外の選

択肢を失うのはルムンバにとって好ましくなかった

34｡加えて､ルムンバの臼から見た場合,国連に対

する過度の依存は､コンゴの主権に対する制約であ

り､ひいては､ようやく勝ち取った ｢独立｣を損な

うものだといえた｡援助元を自ら選ぶことができな

ければ､依存相手が宗主国から国連に代わるだけの

ことだったからである35O

このため､ルムンバは,7月下旬にアメリカとカ

ナダを訪れ､国連の枠外での二国間援助を求めた｡

とりわけカナダでは､ルムンバはフランス語を話す

技術者を得ようと試みた｡しかし､アメリカはアフ

リカサハラ以南地域への援助自体に消極的であり､

ソ連との援助合戦に巻き込まれるのを避けるうえで

も､国連による一元管理には賛成であった｡結局､

L"TelegamNY121,呼 ,dL
34アメリカのハ一夕-国務長官との会談でも､ルムンバは､ベルギ-
の撤退に関し､rもし国連が満足を与えなければ,アメリカや他の国が

助ける必要がある｣と述べ､国連以外の選択肢を彰梢ミしてないこと杏
示唆した｡MemofAn ofCbnversa珪on,SecretaryHerterandPdme
MinisterLumUnba,27-71960JRこぼ,1958-鮒,Ⅵ)日4,359-366.
35カナダ外務省での会談で､ルムンバは､国連の技術援助がコンゴの

独立とは完全には両立せず､国連の技術者が引き上げられた場合､コ

ンゴはゼロから始めなを瀦1ばならなくなるため,国連のみに依存する
のではなく､国連枠外での二国間援助を希望することを力説している0

"(ユInVerSatio払W独MLI一皿 lumba,"1ふ 1960,LKER,VOL27,28,30

ルムンバは､アメリカとカナダのいずれでも二国間

援助の確約を取り付けることはできず､次第にソ連

の方を向くようになり,オタワやニュ-ヨ-クでソ

連の外交使節と接触を開始した｡

アメリカを発つ前に､ルムンバは国連本部で事務

総長執務補佐官のアンドリュ- ･コ-ディア

(AndrewCordier)と会談し､ハマ-ショルドへの批

判を強めたoルムンバは､未だに国連軍がカタンガ

に派遣されていないことを取り上げ､事務総長がベ

ルギーの意向のみを考慮し,コンゴ政府の要請と安

保理決議を無視していると迫った36｡コ-ディアか

ら報告を受けたハマーショルドは､｢西で失望した｣

ルムンバが､｢東とつるみ,国連とも敵対することを

決めた｣と危機感を暮らせた370ルムンバの ｢無責

任なやり方｣が ｢(コンゴの)中に入りたがっている

者(ソ連)｣に扉を開くことが懸念されたからである｡

ハマーショルドは､｢もし彼らが国連の枠外で入り込

めば､当然,競争がフル回転して｣､｢経済的な冷戦｣

が発生することを恐れていた38｡

こうして､両者の対立と相互不信が形成され始め

た｡ハマ-ショルドは､ルムンバの ｢全方面への支

援要請｣がソ連に ｢扉を開く｣ことを懸念し,国連

がコンゴ人に代わってコンゴに流入する援助を管理

することでそれを防ごうと試みたOこのパタ-リズ

ムの漂う計画にルムンバは強く反発した｡帰国後に

行った演説で､ルムンバは､一部の新聞が全てを｢国

連の保護｣の下で行うことを主張していることを批

判し､｢コンゴは決して国連の植民地にはならず､国

連の信託統治嶺にはならない｣と宣言し,国連の活

動自体を打ち切る可能性をも示唆した390 結局､ハ

マ-ショルドがルムンバの動きを封じ込めようとす

ればするほど,ルムンバはその頚木から逃れるべく

他の支援先を探し､次第にソ連の方へと向くことに

なったo

36Remrdof(bnversaぬnbetweenPrheMir血 crPatricelぷmtlmbaofthe

Reptlbhcof触 CtlngOandMLAndrewWCk)戚 et,Ex弧ItiyeAssistanttothe
Secretary-Gene塊 1-&1960,伽 BOGenerd-Potidcaloveranchronok)deal
story,tx)Xi,(ユ)nBP戚 s196061,L179,KB.
37hw mjngB3叫 如mSecGen(t瓜 野khde)toCbrdicr,2ふ1960,tx)xl,
hαmindoutg)ingcodeGめles,L179,KB.
38括弧内は筆者による｡hcoming既93胡 鮎mSecCkn(Ⅰ呼 kh,nk)to
CoEdier,1ふ1960,hⅨ1,h m如glotltgOi喝 CCdecables,u79,KB･
39JeanⅥmuezdeed.,transbtedbyHelenl励e,Liurunnba如 あ/ne
* echesaTdfm'LbZgSqfFbbiceLuTmQ,dq1858･1961的 TronlD:litde,
Brownand0)mpany,1972L311-12.
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(3)ルムンバとの決裂
このような状況の中､最終的にハマ-ショルドと

ルムンバの決裂をもたらしたのは､国連軍のカタン

ガ進駐をめぐる間接であった｡但し､後述するよう

に､両者の決裂を必然的な結果だったと捉えるのは

正しくない｡カタンガをコンゴに再併合する必要性

について,両者の目標は一致していたからである｡

両者がこの点について相互理解を深めていれば､両

者の協調は充分に可能だったといえる｡そして､国

連平和活動の受入国の首相に活動方針を説明する責

任は､ハマ-ショルドの方にあった｡しかし､ハマ

ーショルドのルムンバに対する侮蔑感とパターナリ

ズムは,そのような説明や説得を不要だとする態度

にハマ-ショルドを向かわせることになる｡

さて,この時点でのカタンガ問題の焦点は､いつ､

そしていかにして国連軍のカタンガ進駐とベルギ-

軍のカタンガからの撤退が実現されるかという点に

あった秒国連軍は既にカタンガ以外の地域への進駐

を終えていたが､カタンガ政府とベルギー政府は､

国連軍のカタンガ入り､より正確には､重要な経済

的拠点であるカタンガからのベルギ-軍の撤退に反

対していたO他方､ベルギ-人たちの支援の下にカ

タンガ体制が固まっていくことに苛立った｢急進派｣

指導者たちは､一刻も早い国連軍のカタンガ進駐を

望んでいたOこのため､ハマ-ショルドが8月上旬

にコンゴを訪れた際､｢急進派｣のアントワ-ヌ･ギ

ゼンガ副首相 (AntoineGizenga)からカタンガ問題

が放置されているとの苦言を受けた40｡コンゴ滞在

中､ハマ-ショルドは､コンゴ政府の閣議に参加し

たが､そこでの討議はカタンガ問題に終始し､それ

以外の問題にはほとんど関心が示されない状態であ

った41Q

そもそも､カタンガの分離独立問題について､コ

ンゴ政府の指導者たちとハマ-ショルドとでは認識

に大きな隔たりがあった｡前者にとって､コンゴの

歳入のおよそ三分の二にも相当する鉱山資源を産出

40ギゼンガはレセプションでの演説において､ベルギー軍の代わりに
コンゴ翠が武装解除されており,国連がカタンガの独立体制が固まる
のを放置しているとの不満を述べた｡Jdes(おmd-1jbisand放 mit

V血 egened･,CkmgDl卿 Les蜘 duCRJ.SP申nⅨeucs:C印trede
RecherdleeWIl血fm戚onStxicr･Pohdcsいome托615.
41hcomingB272鮎mSech to伽 転 31J7-1960,SO217jXX)1･03,
UNA;IrにOmi喝B294,1-&1轍 ),hcomirdoutgoingcodecables,L179,KB.

するカタンガ州の分離独立は許容できるものではな

かったOとりわけ､｢急進派｣指導者たちにとっては､

カタンガの独立運動がベルギ-人の後ろ盾を得てい

ることは､植民地支配の継続の問題にもみえた｡他

方､ハマ-ショルドは､分離運動が ｢部分的にはベ

ルギ-官僚によって促されている｣ことは認識して

いたが､基本的には､分権派と集権派の対立の問題

だと捉えていた42｡また､ハマ-ショルドの考えで

は､彼はベルギ-とコンゴの二つの世論を扱ってお

り,コンゴの ｢子供たちの集団の要求を満たす｣た

めに､もう片方の世論に騒乱を起こすことはできな

かった43｡この発言からも窺えるように,ハマ-シ

ョルドは､カタンガ体制が固まることへのコンゴ人

たちの焦燥感を理解しようとせず､それを単に ｢子

供たち｣の要求だと切り捨てていた｡

このような認識から,ハマ-ショルドは､コンゴ

政府とカタンガ政府との対立には関知しない態度を

みせることで､カタンガへの国連軍の進駐を達成し

ようと試みたOこのため､ハマ-ショルドは安保理

に報告書を提出し､カタンガの分離問題には関知し

ない方針を示す一方で､12即こは自らカタンガに赴

いてチョンベ大紋蘭と会談し､国連軍の進駐とベル

翠-軍のカタンガからの撤退に対する同意を取り付

けたOこの際､ハマ-ショルドが､カタンガ政府が

ベルギ-入｢技術者｣を雇用することを容認した44た

め､ベルギ- ｢軍｣の撤退は決まっても､ベルギ-

｢軍人｣や政治顧問は､｢技術者｣としてカタンガに

留まることになるO

そして､このハマーショルドの対応は､ルムンバ

を激昂させたO-つには､ハマーショルドが内政不

介入を理由にコンゴ政府代表のカタンガへの輸送を

拒んだことがあった｡これにより､コンゴ政府がカ

タンガにアクセスできない状況は､継続することに

なったからであるOこれは､彼らにとっては､ベル

ギ-人のカタンガ支援を放置することにも等しく､

42加omingB272,optdL;hmi gB244鮎mSccrctaryG甜 eEdtoCbrdier,
29-7-1960,SO217胡 )lj)3,UNA.
43hcomi nga-293,optdL
44くくbmptefendu ardytiquede h sxxmde rguAmndeMonsieur
Hamma蛸 oldet血 gouvemmentぬ触gaisendate血 13aodt19恥 ,
h 地 cnsONUIKat祝辞 Evine, tx)iteKatangarL Ardhives Fhklific
Vhnded e,MuseeRoyaldel'叫 eαntmk,Tervtm (以下､MRACと
略言Lll.
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受け入れがたいものであった｡もう一つには､ハマ

-ショルドがカタンガに向かう途上で､首都で一泊

したにも関わらず､コンゴ政府と協議を持たなかっ

たことがあったOこのため､ルムンバは､ハマーシ

ョルドに書簡を送り､安保理決議143がコンゴ政府

との協議を譲っているにも関わらず45､ハマ-ショ

ルドが政府との協議なくしてカタンガ政府と交渉を

行い､幾つかの約束を与えたと非難した｡

これに対し､ハマーショルドは ｢事実無根で不当

な主張や､安保理決議の解釈について､ここで討議

する理由はない｣として､質問や要求には一切返答

せず､｢国連軍のカタンガへの展開によって､あなた

の言ってきたことが間違いだったとわかったはず

だ｣と突っを蔚aた｡この態度が火に油を注ぎ､ルム

ンバは終に､｢コンゴの政府と国民は､国連事務総長

に対する信頼を失った｣と言い放ち46､さらに17日

の記者会見で,｢我々の軍事援助要請を､他の政治目

的にだけ利用しようとする向き｣があれば､国連活

動に対する要請を撤回する用意があるとほのめかし

た47｡この ｢レオポルドヴィルの騒音と憤激｣につ

いて､ハマ-ショルドは､側近のコ-ディアへの電

信の中で､｢もし理性が一貫して保たれるなら(中略)

愚か者は敗走する｣と切り捨てた48.こうして､両

者の関係は決裂状態に陥ったo

この決裂を必然的な結果だったと捉えるのは正

しくない｡両者の相互不信や偏見､そして感情的な

側面によるところも大きかったからであるOそもそ

も､ベルギー軍の撤退とカタンガの分梅 勤の終結

という最終的な目標において､ハマーショルドとル

ムンバは共通の目標を持っており､ルムンバがその

ことを理解すれば､この点で両者は足並みをそろえ

45同決議は､事務総長に､｢技術支援｣と ｢軍事的援助｣を ｢コンゴ

共和国政府との協議の上で｣コンゴに供与するのに必要な措置を採る

権限を与えていたos侭ES1143,ODS,
4614日から15日にかけての計 5通の往復書簡については,uN

DⅨユlmentSi4417仏dd.7,15%19従),ODS.
47 ｢レオポルドピルでの記者会見･19仰年8月17削 ノてトリス･ルム
ンバ 釘息子よ未来は美しい』理論社,1961年､105･108昆

48Inmmirlg別53h)mSccGm toCofdief,1581960,hex)ming/outg)i喝
CodeQbles,L179,KB.また､ルムンバが､最後の書簡で,ベルギ-国
王の母がスウェ-デン出身であることを暗癒して､｢ベルギ-王家に特

別な親近感を持っていることで知られている国jの鋼球をカタンガに
送った r策謀｣に言及したことについて､ハマーシヨルドは､｢邪悪さ

によって悪用された恩かさ｣だとして,不快感を蕗にした｡hcomh唱
派 )か)mSccGentoChrdiez,15-811960,如d.

ることができたはずであった49｡何より､両者は同

等の立場ではなく､ルムンバが選挙で選ばれた正統

な首相だったのに対し､ハマーショルドはあくまで

外部の支援者に過ぎなかった｡そして､平和維持活

動が受入国の同意に基づくものである以上,後者に

は､その活動方針について受入国首相の理解を得る

責任があるはずであった｡両者が上記の二つの目標

に向けて協調できていれば､ルムンバにはソ連の支

援を得る理由もなくなり､ルムンバの失権も避けら

れた可能性は充分にあったといえる｡

しかし､ルムンバに対する不信と侮蔑感は､むし

ろ､安保理の承認さえ得れば､｢子供｣である受入国

首相の了承は必要としないという態度に,ハマーシ

ヨルドを向かわせた｡というのも,ハマ-ショルド

は､彼が自分の立場を表した報告書を安保理に提出

すれば､反対する見解にはソ連とポーランドの二票

しか入らないため､彼の立場が是認され､活動を継

続できると見ていたからであるQこのため､ハマ-

ショルドは､アメリカの国連大使に､自分が ｢全て

の切り札を手にしているときに､ルムンバのみが愚

かにも勝負に出ようとしている｣と語っている50｡

実際,8月22日の安保理会議では,コンゴ政府の立

場を支持したのは､ソ連とポーランド､そして両国

の要請で演説したギニアのみであり､残りの国々は

ハマ-ショルドの立場を支持した｡このため､ソ連

代表は,決議の実施を現場で監督する監視団の設置

を求める決議案を撤回せざるをえなかった｡

結局､ハマ-ショルドのパタ-ナリズムは,彼が

子供とみなしたルムンバに対する理解を妨げる大き

な要因となったといえる｡そもそも､ハマ-ショル

ドは､ルムンバの怒りの原因について､国連軍のカ

タンガ進駐がルムンバのカタンガ支配に結びつかな

かったためだという､見当違いの見方をしていた51｡

そして今や､ハマ-ショルドにとって､ルムンバは

｢プチ独裁者 (野titdictateur)｣であり､｢赤子のヒト

4gチョンペとの会談の中でも､ハマーショルドは,カタンガ問題の決

着について､コンゴ人自身が決めることだとしながらも､｢バルカンイb

による小国への分裂は新たな混乱を招くとして､コンゴの統一が望ま

しいとの個人的な考えを伝えているOくくbmptefenduanalydqueenheden
du12aoLt1960entreleSKritaireG三n6raldesNationsUniesetle

済 怒 芸 KaURTmT4T v岱 Vhnd蛾 "RAC.
51Ibid.
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ラ- (tibifhtler)｣であった52.こうして､ハマ-

ショルドの努力は､ルムンバを理解し､そして自ら

の方針についてルムンバの理解を得るよりも､むし

ろ､ルムンバを排除する方に向けられていくことに

なった｡

(4)パタ-ナリズムに基づく内政干渉

こうして､ハマ-ショルドを初めとする回連職員

たちは､ルムンバを失権させ､彼らが ｢コンゴの政

治的未来の礎となるべき者たち｣だとみなす ｢穏健

派｣による政権奪取を後押しすることになった｡そ

れは､彼らが望ましいと考える政権への変更に乗り

出すことであり､彼らのパタ-ナリズムが昂じて内

政干渉を引き起こすまでに至ったことを意味してい

た｡

もっとも､彼らはそれを単独で行ったわけではな

かった｡ベルギ-やアメリカも､各々の動機から､

｢穏健派｣による政権奪取を推進した｡旧宗主国ベ

ルギ-と反植民地主義を掲げるルムンバ ｢急進派｣

との対立は､脱植民地化の過程で生じたものであっ

たOとりわけ､｢コンゴ危機｣が発生し､ルムンバが

ベルギ-政府に対して国交断絶を通告して以来､ベ

ルギ-はルムンバの失権を画策してきた｡同様に,

ベルギ-と敵対路線を採る ｢急進派｣と協調路線を

採る ｢穏健派｣の対立も､脱植民地化の過程に根ざ

していた｡｢穏健派｣は､ルムンバが訪米した7月末
頃から政府転覆の動きを見せ始め､8月下旬には具

体的な計画を練り上げたOベルギ-人たちは､計画

段階からこの政府転覆計画に関わっていたO

他方､アメリカは,ソ連の関与を排除する点から､

｢穏健派｣による転覆活動を支援した｡また､アメ

リカにとって､ルムンバは､単にソ連に接近してい

ることよりも､むしろ国連軍の撤退に言及している

点において､邪魔な存在となっていた｡サハラ以南

地域への軍事的関与に消極的だったアイゼンハワー

政権は､自国の関与を避け､且つソ連の関与を防止

する上で､国連コンゴ活動が必要だったからである｡

8月18日の国家安全保障会議で､ディロン国務次官

52Notesa.-sdtredeArnbassadedeFrazICe en Be執uち18ふ1960,QIb3765,
A誰放 Archives血 C血inetdtlMinistreP,ugly1960-1961,A血 ives
軸 AMAE

が ｢国連の除去は災難｣であり, ｢我々はこれを阻

止するためにあらゆることをすべきだ｣と述べると､

ドワイ ト ･アイゼンハ ワ-大統領 (Dwight

EjserdlOWer)も､ ｢国連が追い出されるのは単純に考

えがたい｣とこれに同意した53｡そして､この国家安

全保障会議をきっかけとして､暗殺工作を含む､CIA

の対ルムンバ秘密工作が始動することになった540

そして､ハマ-ショルドも､ルムンバとの決裂後､

ルムンバの失脚と ｢穏健派｣による政権奪取を明確

に口にするようになった｡米国国連大使に対し､ハ

マ-ショルドは､ルムンバが ｢打破 (brokerl)｣され
ねばならないと述べ､国連とルムンバとの間で起こ

る ｢新たな危機｣に国連が勝利し､｢その危機が,カ

サヴブやイレオが効果的な支配を請け負うことがで

きるのに十分なほど､コンゴにおけるルムンバの政

治的なカを削ぐ｣ことを期待すると伝えているOま
た､ハマ-ショルドの執務補佐官のコ-デイアも､

恩師への私信の中で､｢様々な方法で､事務総長は穏

健派を奨励しており,彼らは他の強力な政治的な勢

力からも奨励を受けている｣ことを記している｡さ

らに,フランスの国連大使も､｢H氏 (ハマ-ショル

ド)は､穏健派の成功とルムンバの除去(elimi ation)

を望んでいる｣との印象を本国に伝えている55｡

加えて､ハマ-ショルドは､カタンガのチョンベ

大統領と ｢穏健派｣との間には ｢カタンガ問題はせ

ず｣､ルムンバとの問にのみ問題力唱乙在するため､ル

ムンバが ｢どいて (outofway)｣､上記の ｢危機｣が

過ぎれば､カタンガ問題は解決しうるという短絡的

な見方に陥っていた56｡

これに対し､国連の支援に見切りを付けたルムン

バは,独力でのカタンガ問題の解決を試み､8月下

旬にカサイ州南部とカタンガへの侵攻を開始した｡

ベルギ- ｢軍｣の撤退は決まっても､ベルギ-人将

JJMemorandumofDiscussion,NSC,18-&19疎),FRuS,1958一成),VOL14,
421叫24.

54us艶nate,HAnegedJqSSa+SSinationPbtshvolvingForeigniJnders･An
hterimRe押rtOftheSelectCbmi tteetoStudyGovemmentalくわerations,"
ReportNo94･465,20J l-1975,http伽 aarc馳fary.O癖 blわ如)ntents/

church/contents"ChuzdljerX)瓜h触 (a∝脚 池 10-9-2010)(以下 olud l

Reporiと格雷か .

55括弧内は筆者による｡Tele卵一一NY517,2絡 1960,mUS,1958雌,VOL
14,44446;(bdierlettertoSdlWakn,18ふ1960,diedinCo的 259;Note

deAmbassadedeFrarにeenBe妙que,1881960,cab3765,ju6粍ATChives
a丘icaines,AMAE
56Telc押 nNY517,op･Gil
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校や政治顧問たちが ｢技術者｣となブて残留し､カ

タンガ体制を支え続けていたからである｡更には､8

月上旬にダイアモンドの産出地域であるカサイ州南

部地域が､ベルギ-人の積極的な支援を受け､｢鉱山

共和Fxj｣として分離独立を宣言していた｡両政権が

ベルギ-の後ろ盾により体制を確立するのを防ぐに

は､コンゴ国軍で両政権を粉砕するしかないように

思われたO

この侵攻に当り､ルムンバはソ連から提供された

トラックと輸送機で兵を輸送したが､これがハマー

ショルドの不安を掻き立てることになった｡ソ連が

二国間援助によって国連を迂回する形で援助を行え

は ソ連のように ｢(コンゴの)中に入りたがってい

る者｣に対して､扉が開いてしまうと考えられたか

らであるO｢朝鮮ヰ無私の発生を懸念するハマ-ショ

ルドは､ソ連が ｢コンゴ政府の要請だと主張するの
に十分な社会的地位を持つ｣挽協を得ることを危倶

していた57｡

このような状況の中､ルムンバ政権転覆活動が動

き始めた｡8月下旬に｢穏健派｣が立てた計画では､

上院が政府不信任決議を議決するとともに,｢穏健

派｣閣僚が辞任して,カサヴブ大統領が残りの閣僚

を解任する手筈になっていたOところが,カサヴブ

の腰は重く,反対派からルムンバ暗殺計画を持ちか

けられた際,暴力的な手段をとりたくないこと､ま

たルムンバに代わりうる才覚を持った入物がいない

ことから､その計画に反対したOカサヴブは､｢政治

的な変化｣を望む一方で､自らがそれを引き起こす

ことには消極的であった58o

lJセ･ナミカス(useNamikas)も指摘するように､

カサヴブによるルムンバ解任が､カサヴブ自身のイ

ニシアティブによるものだったのか否かという点は､

｢コンゴ危機｣研究における一つの論点となってき

たが9､上記を見る限り､イニシアティブと呼ぶに

はカサヴブはあまりに消極的であったといえる｡そ

うであればこそ､ルムンバの更迭を望む者たちは､

57NoleぐTop鮎αee'i4-9-1960,D.托'sFX'伽 nalnotesonG'ngp呼 血 繍
widl"dds",DJL'sstdcdype朽Onal00rrespo血 onChng)with his
personalnotesonCkngpopezabn,CbnBPOisis,DagHammar叫OldSamL
KB.

58仇 udZRqx)rt,15;Tiligrm e149deBra2231地,17各19範 182977,a,
A血 vesdblorI血ques,AMAE
59Namikaち183-84.

カサヴブを動かすべく説得を重ねる必要があった｡

ベルギ-のプラザヴィル総額事は､カサヴプと親交

の深かった隣国コンゴ･プラザヴィルのフルベ-

ル･ユ-ル-大統領 (FdbertYoulou)を通じて,更

迭の法的論拠を記した覚書をカサヴブに渡し､ユ-

ル-のフランス人アドバイザ-も､カサヴプを夕食

に招いて説得したOまた､oAのレオポルドヴィル

支部長も､回顧録の中で､ルムンバ解任の指南書を

カサヴプのために作成したことを認めている60｡そ

して､パンチの後任が到着するまでの中継ぎとして

コンゴを訪れたコ-ディアも,カサヴプの説得に奔

走した｡コ-ディアは,ルムンバの更迭について､

四度に渡ってカサヴブと会談し､｢国家の非常時にお

ける､国連軍の役割の範囲と限界について｣､詳細に

説明した｡カサヴプのベルギ-人私設顧問が後にア

メリカ大使館員に明かしたところによれば､ユ-ル

ーのフランス人アドバイザ-からの圧力が高まった

ことや､コ-ディアがカサヴプに国連による保護を

保証したことで､最終的にカサヴブはルムンバ更迭

に踏み切ったのだという6l｡

ベルギー人､フランス入､アメリカ入､国連職員､

そして ｢穏健派｣指導者に促され､9月5日,遂に

カサヴプ大統額は､ルムンバ首相の解任を発表したB

カサヴブは､ルムンバが窓意的な統治を行っている

ことや､圏を内戦に巻き込んだことを理由に､ルム

ンバを首相から解任し､後任の首相に ｢穏健派｣の

ジョゼフィ レオ上院議長Oosephnee)を指名した｡

これに反発したルムンバは､議会の信任を得る首相

を解任する権限はカサヴブにはないと主張し､カサ

ヴプが権限外の権力を行使したため､自分もカサヴ

ブを元首の座から解任すると発表した｡これにより､

コンゴ政府は瓦解し､ルムンバを首班とする政権と､

イレオを首班とする政権の両者が合法政府を主張す

る状況に陥ることとなった｡

仰 Ehquke流血 in,110,115,118-119;JetⅥmBBsen,Cbngo
1945-1965ILa.軸d'wZeCOkmiePrLHelles:CRBP,1994ゝ251-52;hwrerm
D即恥 α材材放血 ちCbngoIAM in ozPT〆1960-67(NewYo血Publk
ABhirs,2m 67.
6'Q,rdierletterstoSdhwalm,18jhlguSt1960andL5Sq)モember1960,dad
inCouiLn258峨 Memorandumof0)nversation,ⅥmBikenandRdbert
McKiⅣ氾n,22-9-1960,enclo氾lめⅠ〕憶PatdlBru287,23-911960,7乃Gll,
U恥reen7.
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(5)更なるクーデター

｢穏健派｣の政権奪取を望んだ者たちの期待に反

し,政権奪取は容易には実現せず､むしろ情勢はル

ムンバの方に有利に展開し始めたO予想された上院

での政府不信任決議は実現せず､議会はルムンバ寄

りの態度を見せたからである｡この状況に対処する

ため､夕帽βの介入者たちによる更なる挺子入れが必

要となった｡

カサヴプとルムンバの対決において､ONUCは当

初からカサヴプの側に肩入れしていたOコ-ディア

が空港とラジオ放送局を封鎖したことにより､ルム

ンバ派の軍隊がカサヴプの地盤であるレオポルドヴ

イル州に到着することは阻止された｡また､レオポ

ルドヴィルの放送局が封鎖されても､カサヴブは､

コンゴ河を挟んだ対岸の隣国コンゴ･プラザヴィル

の協力を得て､自分寄りの放送を流すことが可能だ

ったOハマ-ショルドがイギリス国連代表部に明か

したように､｢国連の活動は､実際にはカサヴブの味

方をしており､味方をするように立案されていた｣

が､｢厳密に不偏不党であるように表しうる｣もので

あった62｡また､アメリカ側に対しても､ハマ-シ

ョルドは､｢国連や彼自身の立場を損なうことなく､

憲法を越える (extraてOnStihtional)措置を通じて､

ルムンバを取り除こうとしている｣ことを認めてい

る63｡
ハマ-ショルドは､もしルムンバがカサヴプに勝

ち,国連の撤退を求めた場合には､これを受け入れ

ず､安保理に持ち込むつもりであった64｡ハマーシ

ョルドの考えでは,コンゴ政府がoNUCの撤退を要

請しても､国連憲章7輩を発動して居残ることが可

能なはずであった｡これは平和終捧活動における受

入国同意原則を覆すことを意味しており､その点で

興味深い65｡

62FO371/146643,JBIO15ノ295,citedinJames,71,
瓜TelegramNY605,7-9-1963,mos,465価 .
朗hid.なお,ハマーショルドは､正式な撤退要諦が起きた場合に備え

て､6亘に渡るルムンバへの書簡を用意していた｡瀧legmmNY6時
8-9-19度),U恥 ree15.
65ハマ-ショルドの理任那ま､国連の撤退が外国の介入を招き､平和に

対する脅威になるというものであった｡ルムンバが正式に撤退を要請

する前に失権したため､このような事態には至らなかったが､もしこ

のような理由で憲章7車が発動されていたら､国連平和活動の理論研

究に大きな影響が及ぼしたであろう｡棚 については､拙稿､前掲論

文.166-167貢を参照｡

しかし､このような挺入れにもかかわらず､カサ

ヴプとルムンバの政治的な力量の差は明確であった｡

ルムンバが更迭劇の当日に三度もラジオ放送を行い､

続く二､三日で､各国の大使と積極的に会談したの

に対し､カサヴブは自らの放送を終えると帰宅して

寝てしまった.このため,国連職員たちがコンゴ等

参謀長のジョゼフ･モプツ大佐 OosephMobutu)と

の会談を設定しようとしたにもかかわらず､彼らは

カサヴブに会うことができなかった｡ハマ-ショル

ドの側近の-人であるハインリヒ･ウイシュホブ

(HeinrichWleSChho疫)は,このようなカサヴプの性

格を嘆き了このような人材とどうやって革命を起こ

すのか｣とアメリカ側に漏らしているが､国連職員

が自分たちの行動を ｢革動 と評したことは示唆的

である66｡

こうして､事態はルムンバにとって有利な方向に

展開し始めた｡7日､下院は､カサヴブとルムンバ

の両者の宣言を無効とする動議を可決し､翌日､両

者の和解を模索するための委員会を発足させた｡ま

た､上院は､8日､｢穏健派｣の目論見とは逆に､不

信任決議どころか､カサヴブの決定に反対する動議

を可決した｡更に13日､両院の議長は､両院合同の

会議を開くことを決め､同会議は､ルムンバがカサ

ヴブとの和解を模索するための ｢全権｣を､ルムン

バに与える決議を可決したO戦況を不利と見たイレ

オは､新内閣の発足に必要な議会手続きを始めよう

とせず､カサヴブは合同会議の翌日に､両院を一ケ

月休会することを発表した670それでもまだ､ハマ

ーショルドは､｢ルムンバを打破せねばならないと確

信しているし､それができると信じて｣いた68｡

このため,次にハマ-シヨルドらが試みたのは､

モブツ大佐の取り込みであった｡モブツとoNUCと

のつながりは､更迭劇のあった 5日に､モプツが

oNUC副司令官ベンリ＼ム- ･ケッタニ (Ben

HammouKettani)の家に､自分の家族を避難させた

ことからも窺うことができる｡ダヤルが､｢彼 (モプ

ツ)は助言を聞く｣と報告したように､モプツは国

t6王Ⅰ加mhgBS00 bmCα血 toSecGen, 5-911960,Incx'mhQoutgping
QxkCables,L179,KB;TelegramNY甜之7-9-1960,mLぼ,1958価,VOL14,
JN

67cathe血e恥 CbngosueIhLhpe'dmce/JamLa'γ1960-Lkcember
1961(Ijmdon:0血 Uhiv.Press,1965),201jX}･
68TelegEm NY631,10-9-1960,U恥 reet5,



玉村健志 199

達の望む措置を行った｡モプツは､国防相を兼務す

るルムンバの指示には従わずに､政治対立に対して

｢申立｣であることを兵に説き､カタンガの侵攻を

試みていた兵士にも停戦を命じた｡

このようにモブツは当初は国連の強い影響下に

あったといえる｡独裁時代の ｢ストロングマン｣の

イメージとは異なり､当時のモプツは､それほど強

い指導者とは言えなかった｡ダヤルは､ハマ-ショ

ルドへの公竃の中で､｢善意を持つ弱い人間｣という

印象を伝えている｡実際､モプツは二度に渡って辞

意を漏らし､その度に国連職員たちから翻意を促さ

れた69｡

14日のモブツのクーデターが､外部者の入れ知恵

によるものだったことを直接指し示す証拠は挙がっ

ていないが､少なくとも彼らが事前にそれを知って

いたことを窺わせるエピソ-ドは存在している｡国

連事務局の内部資料によれば､モブツの放送の数時

間前には,oNUC副司令官のケッタ二が､モブツか

ら軍が 17時に全政府権限を乗っ取ることを聞いた

ことをダヤルに伝えている｡その後､モブツ本人が

oNUC本部に現れたため,国連の関与を疑われるこ

とを恐れたダヤルは､すぐにモブツを追い返したが､

22時に予定される記者会見までモブツに付き添っ

ているようケッタ二に依廃した｡この際､ダヤルら

がク-デタ-を止める素振りを見せなかったことは

注目に値する70｡なお,この二カ月後､ハマ-ショ

ルドの軍事アドバイザーのインダール･ジット･リ

クエ准将 (bdarJitR血 ye)が､ハマーショルドへの

公竃の中で ｢他の二人はともに極度に危険な人物で

あるため､モブツを選んだ我々の選択は正しかった

と言わぬばならず､我々は参謀長の地位にいる彼を

支援せねばならない｣と記述していることは示唆的

である710

結局､モブツは20時に放送を流し､｢国の袋小路

FryhwrnlngB1347奴)mtねyalto的 2-ll-1960,hcomhdoutBPing
伽 eC血les,u79,KB;ぬ mingB1424hmDayalto的 14-ll-1960,
ibid.;ぬ m血gtW22,ふ恥1960,lbid･;Ⅰ血 -gB913点りmDayalto的
12-9-1960,lb札
7nぬ mingB962hm rhyaltoS613en,14･9-1960,TopSecretChbles
榊 1,u79,KB;ぬ mingB972bmtねyaltoSed3en,14-9-1960,
hcom柳 tltgOing(加eCables,ibid.
gl括弧内と傍点は筆者による｡ ljクエは､この電信の数日前に,レオ
ポ)t'ドヴィルの軍キャンプの司令官であるココロや､テイスヴィル部

隊の将校であるポポゾと会談していた ha'm喝 B1424,op.dL

から脱するため｣､国家元首､ルムンバ内閣､イレオ

内閣､議会の全てを12月31日まで無効にすると発

表した｡但し､モプツは,軍が権力を握るのではな

く,大学卒業者と学生に臨時政府を作るように要請

することを明らかにしたOこれを受け,19日に学生

たちによる ｢理事会 (couegedesCom血 ssaires)｣が

臨時政府として発足し,｢穏健派｣のジュスタン･ボ

ンボコOustinBomtx)ko)がこの組織の長に就任した｡

このことからも､｢穏健派｣とモブツとのつながりは

明らかであった｡アメリカの勧めで､カサヴブは29

日,この ｢理事会｣を暫定政府として任命し､両者

は提携関係を公に示すことになった｡

これに対し､ルムンバは既に主なスタッフを逮捕

され､本人も首相公邸で国連軍のガ-ナ部隊に保護

される身となった｡こうして､ルムンバの失脚は決

定的となった｡

このように､外部の干渉者たちは,国内の敵対勢

力を支援して､正統な手続きを経て選ばれた首相を

失権させることに成功した｡しかし､｢穏健派｣政権

の成立は容易には成功しなかった｡この節で見たよ

うに､議会に確固とした支持基盤を持たない ｢穏健

派｣は､議会の承認を得ることができなかったから

である｡これは､政府転覆にあたって､コンゴ人た

ちの意思を一切考慮しなかったことが裏目に出たこ

とを意味していたOこのため,政府不在の状況は長

期化することになる｡

3 干渉者の望む政権の形成

これまで見てきたように､ハマーショルドは､自

らの方がコンゴ人たちよりもよいコンゴの未来を作

ることができるという確信の下､首相としてより適

格だと彼が考える ｢穏健派｣を権力の座に据えるべ

く､その支援を行ってきた｡しかし､ハマ-ショル

ドらの期待に反し､彼らの望む ｢穏健派｣政権は容

易には実現しなかった｡そうして､政府瓦解の状況

が長引く中,各地で両派を含めた権力闘争が発生し､

各州の状況は酎ヒの∵途を辿ることとなった｡

(1)鶴舞と政策の建て直し

議会がカサヴブ大紋額の指名したイレオ内閣を承

認しなかったのは､ハマーショルドら外部者にとっ
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て､大きな誤算であった¢議会手続きに則った政権

の移行が容易には実現しないことが明らかとなった

からである｡とりわけ､ハマ-ショルドは国連事務

総長という立場 L､あくまでコンゴ憲法の規定に則

った政府しか承認することができず,従って､違法

に作られたモブツの ｢理事会｣をそのまま政府とし

て認めることはできなかった｡手詰まり状態に陥っ

たハマ-ショルドは､政策の建て直しを図らざるを

えなかった｡

｢穏健派｣による政権奪取が失敗したことで､ハ

マ-ショルドは,当初の方針に行き詰まりを感じて

いたOイギリスの国連大使は､｢初めてハマ-ショル

ドが､辿るべき明確な道筋が見えないと告白した｣

と本省に報告している72｡カサヴブは ｢全く何もせ

ず｣,モブツは ｢弱い蚤｣で､ルムンバは ｢恐らく薬

物依存｣で､ボンボコは ｢帝国主務者の挽樋と疑わ

れている｣状況で､ハマ-ショルドには,｢(コンゴ

の)未来のために頼れるほど強い者が誰もいない｣

と感じられたからである73｡ハマ-ショルドの見解

では､ ｢全指導者は三流 の現地の政治家たちで､望

みうる最上のことは､国連に頼る弱い政府の確立｣

であったが､｢そこへ行く道すら現状では実現困難｣

であった74｡この発言は､コンゴ人たちに対する蔑

視感とと裾こ､コンゴの未来を形成するのはコンゴ

人ではなく自分であるという,彼のパタ-ナリズム

を良く表していたといえる｡

他方で､政府を瓦解させた影響が早くも各地で出

始めていたo中央政府の瓦解を受け､各州で権力隆冒

争が発生したためである｡現地のダヤルからは､｢レ

オポルドヴィルを中心とした混乱と無法という伝染

病が､各州に広がっており､塾大な不安状況を生み

出して｣いるとの報告が届いていた｡ダヤルによれ

ば,｢(政府からの)一貫した指示､あるいは中央と

の通常の接触さえないことが､全ての州政府を更に

麻癒させており､紛糾が長引けば長引くほど,州は

経済的､行政的崩壊に近づく｣状況にあった｡この

ため,ダヤルは､｢個人､部族､政党の立場が鮮明化

L̀ Telegram NY956 わ Fbre廟 0広α,3019-1960,JB2551J272,
FO371/146780,TheNadonalAK丸ive.iL)血 (以下TNAと略言E).

73括弧内は筆者による｡TekgramSccto40,1日ト1960,ERGS,1958一朗,
VOL14,524-25.

74Tekgam- 56,q)Icit･

し､苦々しさ (bittemess)が増大するにつれ､全体

的な状況は改善するどころか悪化している｣と驚鐘

を鳴らし､｢中央での政治的な袋小路を解決すること

が急務であり､さもなければ各州の状況はますます

/i酎ヒする｣ と訴えた75｡

こうして,ハマ-ショルドは政策の見直しを図る

こととなった.その際､国連事務総長という立場上､

ハマ-ショルドには､コンゴ憲法に則って､議会の

承認する政府の再興を支援する必要があった｡そして

それは､議会第一党であるMNC-hunumba党を無視し

えないことを意味していた｡このため､ハマーショル

ドは､議会の同意がなければ議員の不達手前を権を;揺り奪

されないとして､モプツに対し､ルムンバの身柄の引

渡しを拒否する立場を示すことになった760

しかし,これは,ハマ-ショルドがルムンバの復

権を受け入れたことを意味したわけではない｡ハマ

-ショルドは依然として､再興される政府の首相と

して､｢穏健派｣のイレオを推していたからである｡

アメリカ側に伝えたように､ハマ-ショルドは､イ

レオ政府を ｢磨きなおして (refurbish圧 議会の承

認を取るべきだと考えていた77｡つまり､ハマ-シ

ヨルドの方針は,ルムンバの復権を阻みつつ､ ｢穏

健派｣の主導する政権を成立させ､それをルムンバ

派が第-党を占める議会に承認させるという､難し

い舵取りを迫られるものであったOこのことは､議

会の再開には､念入りな多数派工作が必要であるこ

とを意味していた｡

このことにより､更なる政策の修正が必要となっ

た｡上述のように､ハマ-ショルドは､当初､カタ

ンガ政府によるベルギー人の登用に関知しない方針

を採っていたが､カタンガ議員の票が議会における

キャスティングヴォ-トになる可能性が生じるにつ

れ,カタンガの議員を中央議会の場に引っ張り出す

必要がでてきたからである｡そのためには､分離運

動を支えているベルギ-人たちを排除する必要があ

ったO

75括弧内は筆者による｡ⅠⅨo血唱BIO85鳩6加mDayaltoSai3en,
26-9-1鮒),lbid.;hcomhgBl158h)mDayaltoSecGen,2-10-1960,lbid,
76Tele伊amLmlO78,1-11･1960,lbid.,561-62;Telegmm1372mStol皿,
12-1I-19(泊,lbid.,58446.

77TelegmmNYl188,29-10-1960,m略 1958雌,VOL14,556-560･なお､
この論点については､拙稿､前掲論文を参,熟
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このため､ハマ-ショルドは､国連がベルギ-人

に代わってカタンガを含めたコンゴ全土の後見人と

なる構想を立てた｡このことは,英国国連大使に対

し､ハマ-ショルドが ｢(カタンガのチョンべ大統

磯が)依存をベルギ-から国連に変えねばならない｣

と述べたことからも確認できる78｡また､アメリカ

側に対しても,ハマ-ショルドは､ ｢チョンベのベ

ルギ-入アドバイザ-や支援者を除去｣し､ ｢チョ

ンベに対する全ての支援｣も､｢国連を通じてなさ
れる｣必要があるとの考えを伝えている79｡このよ
うなハマーショルドの構想を､アメリカのジェーム

ズ･ペンフイ-ルド国務次官補代理 OamespenBeld)

紘, ｢事実上のコンゴの信託統治｣と評した80｡当

時には ｢暫定統治｣という用語が使われてなかった

ため､ ｢信託統治｣という表現になったのだと思わ

れるが､ペンブイ-ルドの言葉は､国連がコンゴ人

たちに代わって実質的な国家運営を行うことを指し

ていたのだといえる｡

このような構想を窺現する上で､ベルギ-人の排

除と国連による統治を達成するために､oNUCの権

限を強化する必要があったOこうして､ハマ-ショ

ルドは､｢善意による干渉｣をより強力で広範囲に渡

って行うために,oNUCの権限強化を模索すること

となった｡

(2)ONUCの権限強化の試みとコンゴ人の反発

前項で述べた要因以外にも,ハマ-ショルドらに

とってONUCの権限強化が必要な理由があった｡そ

れは､国連が保護するルムンバの身柄の引渡しを｢穏

健派｣に対して拒んで以来,｢穏健派｣指導者たちと

oNUCの現場責任者であるダヤルとの関係が悪化

していたことであった｡この項で見るように､｢穏健

派｣の敵対的な態度を懸念したハマ-ショルドは､

oNUC の権限強化によって力で押さえ込むことを

考えた｡しかし､このようなパタ-ナリズムは､カ

タンガ政府や ｢穏健派｣指導者たちから､更なる反

発を買うことになる｡

78Telegram NYl145 to 軸吻 0晦 22-10-1960,JBIO15β恥,
FO371j146648,TNA
79TelegramNYIO21,15-ま0-1960,mug,1958･瓜 ,VOL14,530･
80chnB血 dalReprtNo151u脚 bm 鞄 ぬ叫弊nめForeig10馳
3-11-1960,JBIO110β6,FO371/146668,7NA

もっとも､このようなoNUCの権限強化を図る上

で､ハマ-ショルドにとって追い風となる出来事も

あった｡ケネディ政権の成立であるO同政権は､ベ

ルギ-よりもハマ-ショルドの方針を優先すること

を､前政権よりも明確に打ち出したからであるO同

政権のコンゴ政策の骨子は､oNUCの任務の強化､

｢穏健派｣が主導する政権の成立､国連によるコン

ゴ行政の運営の三点であり81､これらはハマ-ショ

ルドの政策を支持することを意味していたo

このアメリカの新政策をめぐる米国国連大使と

の協議の中でも､ハマ-ショルドは,パターナリズ

ムとコンゴ人軽視を窺わせる発言を行っているO三

点目の国連による行政運営について,ハマ-ショル

ドは了政治的な覆い｣としてコンゴ政府が必要だが､

実際には国連がほとんどの決定を行う人員を提供す

ると述べているからであるOハマーショルドの考え

では､｢実際の状況は､コンゴ人が国連に相談し､そ

の逆ではないような状況であるべき｣だった820そ

れは､本来あるべきコンゴ人への支援のあり方とは

正に逆の状況を意味しており､彼の構想において､

コンゴ人たちは単なる ｢政治的な覆い｣に過ぎなか

った｡

一点目のONUCの任務の強化についても､国連職

員たちのパタ-ナリズムに基づく強権性を垣間見る

ことができる｡というのも､彼らは､コンゴ国軍を

国連の制御下におくために oNUCの権限を強化す

ることを考えていたからである｡その背景には､ダ

ヤルがモブツに対してルムンバの身柄の引渡しを拒

否して以来､ダヤルと ｢穏健派｣との関係力闇討ヒし

ていたことがあった｡ダヤルの見方では､｢コンゴ当

局の敵対的行為｣は､国内における ｢絶対的な覇権｣

を得るのに国連軍が邪魔なためであり､異なる意図

を持つ二つの軍隊の対時は ｢必ず紛争に発展する｣

危険性があった｡よって､｢我々のトラブルの根源｣

はコンゴ国軍であり､それに対処するための権限強

化が必要であった｡つまり､国連がコンゴを統治す

秒1"suggestedNewUnitedSbtesPolicyonthea)王IgO;'attachedtoMemo
h)mRusktoKennedy,1-2-1961,Glennl血 ItaSie東,m畷 1961塙3,VOL
20(DC:US(bvcmmentP血加島0馳 1994)(以下FRUS2と格言e),4045.
なお,この程言寄の言う r中道政権 hddled収ed gpvemment)A
や ｢広い基盤の楓 とは､イレオを首牲とし､r)レムンバ派｣を含ん
でもルムンバ自身は含まない内閣のことであった｡

82TelegramNY205931-1-1961,mは,1961ぶ,VOL20,35-37･
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る上で､関係の悪くなった ｢穏健派｣を力で押さえ

込むため､コンゴ国軍を国連の制御 Fにおくべきだ

というのがダヤルの提言の主な趣旨であったといえ

るOダヤルの提言を受け､ハマ-ショルドも､軍を

政治から切り離したうえで､国連の制御下に置くこ

とが必要だと考えたO基本的には,ハマ-ショルド

は,コンゴ国軍の訓練によってこれを実施するつも

りだったが､｢制御されない部隊｣に対しては､最終

的には ｢力による立場の押し付け｣も完全には排除

していなかった83｡

ハマーショル ドは,2月初旬の安保理会議で

oNUCの権限強化の必要性を説明し,アメリカも各

国に対し､こうした方針を打診した｡しかし,当時､

アジアやアフリカの国々の中でも反植民地主義を強

く掲げる諸国は､ルムンバを支持しており､モプツ

の兵の武装解除､ルムンバを含む政治犯の釈放､議

会の召集､外国人顧問の追放などを国連に求めてい

たOハマ-ショルドは､この時点でのルムンバの釈

放には消極的であったが､安保理非常任理事国のセ

イロンや､国連軍において中核的な兵力を担いつつ

あったインドは､oNUCの権限強化が政治犯の釈放

を伴わぬばならないとの立場を採っていた8㌔

ところが,カタンガ政府によるルムンバの死の公

表によって､ハマ-ショルドらはこのルムンバ釈放

問題から解放されることになった｡ルムンバは､ll

月末に国連に保護されていた首相官邸を抜け出て､

支持基盤であるスタンレ-ヴィルに移動する途中で

モブツの兵に捉えられ､1月にカタンガに移送され

た後､ベルギ-人と現地当局によって殺害されてい

た｡その事実は伏せられていたが､2月初旬にはル

ムンバの死の噂が流れ始め､2月10日､カタンガ政

府はルムンバの ｢脱走｣を発表し､その三日後､現

地住民によって殺害されたとの声明を出したのであ

る｡これに憤激したアラブ連合,ギニア､ガ-ナ､

モロッコ､マリのほか､東側諸国は次々と､12月に

束普財11のスタンレ-ヴィルに ｢遷都｣した ｢急進派｣

の政権を ｢正統政府｣として承認したため､コンゴ

日払Id.なお､国務省から駐印大使への公電でも､新方針に関して､

｢我々は,我々と同じ練で考えている事務総長と緊密に協議してきたj

ことが紀されているoTelegzamNewml晩2-2-1961,ibid.,47.
はH軸 318-335;TelegmmNY2跳垢arx12111,3-211961,UFA,reels.

において内戦の危険性が高まることとなったO

この事態を受け,安保理では､セイロン､リベリア､

アラブ連合が､武力行使を含むあらゆる手段による内

戦の防止､国連管轄外の外国人の軍人､傭兵､政治顧

問の退去､議会の再召集､コンゴ軍の再編成と詔1線な

どを骨子とした共同決議案を提出し､2月21日､これ

が安保理決議161として成立した｡しかし､武力行使

は内戦の防止という目的に限られ コンゴ軍を非武装

化する機現は与えられず,ハマ-ショルドの期待した

ほどの権限強化はなされなかった85｡

それでも､上記のような国連職員たちのパターナ

リズムに基づくoNUCの権限強化に対し,コンゴ人

たちからは反発が起きた｡決議成立の二日後､イレ

オはラジオ演説において,同決議がコンゴを信託統

治化し､このために国軍を非武装化する目的を秘め

たものだと批判し､カサヴブも27日､｢国民の総力

を動員｣して､陸軍の非武装化と ｢国連の信託統治｣

に反対する構えを見せたDまた,カタンガ政府も,

同決議を国連による宣戦布告だと非難して ｢総動員

令｣を発令し､欧州人藤間を退去させないよう,良

人を含む全てのカタンガ市民に ｢カタンガ国籍｣を

付与することを決定した鮎｡更に､｢穏健派｣のレオ

ポルドヴィル政権と､カタンガ政府,カサイ州の｢鉱

山共和国｣の三者は､28日,｢共産主義の専制｣の

脅威と ｢脊めるべき国連の消極性｣に末座‡するため

の軍事協定を結んだ87｡そして､3月 3日､ONUC

とモブツの国軍との間に小競り合いが発生し､マタ

ディ港からの撤退を余儀なくされた国連軍は補給路

を ｢穏健派｣政権に押さえられることとなった｡

このため､国連職員たちにとって､｢穏健派｣と

の関係改善が急務となり､｢穏健派｣指導者たちの｢誤

解｣を解く必要が出てきた｡もっとも､本稿でみて

きたように､ハマ-ショルドが､国連による暫定統

袷 (コンゴ人たちの言う ｢信託統治｣)の計画を持っ

ていたこと自体は､誤解ではなかったO但し､それ

おこのため､ハマ-ショルドは,｢機能 (坤 e3m)の組頭は広がっ
たが､強制行動を行うカは広がっていない｣と感じていたo

Cht伊ing1537･38払)mSod3entoZhyal,53-1961,封217㈹ 5j)1,t別A
駄Hoskyns,338-対1
87MadeleirKKdb,meCkmgoG倣 7heCbhiWw m伽 Pt3m

ELsenho- to殿 御ゆ(NY MamithnPubl汝血払Co.,bcり1982),237;
Hoskyns,315,33&343;漁況Oitlもdu gened,Cbngo1961:LegLhss- du
CRISP.Bruxenes:CRBP)(以下cbrl?1961),25.
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が安保理決議161に盛り込まれたと考えるのは彼ら

の誤解であった｡このため､ハマ-ショルドは､後

者が誤解であることを説明することにより､あたか

も暫定統治構想自体がコンゴ人たちの誤解であるか

のような主張を行う戦略に出たのである｡

従って､ハマ-ショルドは､カサヴブに書簡を送

り､決議が明記した ｢内戦の防止｣が ｢予防的､和

平的措置であって強制ではなく｣,国連には｢信託統

治｣を樹立する意図はないとの説得を試みた8㌔ ま

た,ハマーショルドは,ダヤルの代行として､ス-

タン人のメッキ･アバス (MekkiAbbas)を派遣し､

表敬訪問の後会を利用して,｢国連には､ある種の信

託統治支配をコンゴで行う望みは微塵もなく｣､｢非

武装化によって軍を骨抜きにすることは論外｣だと

｢穏健派｣指導者に伝えるよう指示した89.更に､

決議161の適用についてコンゴ側と協議する目的で､

ガ-ナ人のロバート･ガ-ディナ 奴obeftGardiner)

とナイジェリア人のフランシス ･ンウオケディ

BraJICisNwokedi)が特使として派遣されることに

なった｡

彼らの説得が功を奏し､4月中旬､国連とカサヴ

ブ大続審との間に協定が成立し､｢穏健派｣は決議

161を受け入れ､外国人要員の退去や軍の再編成､

技術者の訓練などについて､国連から支援を受ける

こととなった恥｡

こうして､｢穏健派｣との関係が改善されたこと

を受け､ハマ-ショルドは､いよいよ彼が望ましい

と考える ｢穏健派｣の主導する政権の樹立に乗り出

すこととなった.

緋 アドウラ政権の樹立

これまでみてきたように､ハマーショルドは､国

連がコンゴを統治することが正しいことだと信じ､

そのために､自らと対立したルムンバの失権を後押

しし､議会に支持基盤を持たない ｢穏健派｣の主導

する政権を作るべく力を注いできた｡この ｢善意｣

に基づく干渉 (パターナリズム)は､アメリカの積

極的な協力を得て､遂に実を結ぶことになる｡

88uNDm entSi4752AmexN,FPSG,371176.
89out伊ingi535-36 arKl1537-38 鮎m Secb tomyaL5-3-1960,
SO217雌 SJ)1,UNA
900N rkm ent脚 7AnnexiODS.

ところで､国連平和活動研究における伝統的な解

釈では,oNUCは第三者的な立場から ｢急進派｣と

｢穏健派｣の和解に尽力し､その調停努力によって

コンゴ政府は再興されたのだと捉えられてきた9㌔

しかし､国際関係史の分野で明らかにされてきたよ

うに､その調停努力は､不偏不党の立場で行われた

ものではなかった920ハマ-ショルドは,明らかに

｢穏健派｣が主導権を握る政権の成立を望んでいた

からである｡

ハマ-ショルドが､アメリカの積極的な支援の下,

コンゴ政府再興へと乗り出したのは,｢急進派｣政権

がアフリカ諸国や東側諸国から承認と支援を受ける

状況を放置することができなかったからである｡こ

のため､ハマ-ショルドには､｢急進派｣と｢穏健派｣

との ｢和解｣を達成して ｢急進派｣政権を解消する

必要があったOもっとも､この場合の ｢和解｣とは､

第三者的な調停活動というよりは,｢穏健派｣が主導

し､｢急進派｣が名目的に参加する鯛 を､議会の多

数派に承認させることを意味していた｡

この目的のため､国連職員たちは｢穏健派｣と｢急

進派｣の両派に対話を促し､協議の末,4月中旬に

両者間で停戦が成立した｡また､同月下旬には ｢穏

健派｣による｢急進派｣への経済封鎖も解除されたO

これを受け,国連職員たちは､政府再興に向けた話

し合いをコンゴ人たちに促し､4月下旬から5月中

旬にかけて開催されたコキヤヴィル会議で,議会の

再召集が決定された｡

議会再召集の決定を受け､ハマ-ショルドらは､

｢急進派｣の議会参加に尽力した｡｢急進派｣のスタ

ンレ-ヴィル政権を解消させるには､彼らを中央政

府再興の動きに関与させる必要があったためである｡

つまり,国務省もアメリカ国連代表部に指示したよ

うに､｢ギゼンガの支配する分離した東部政権｣を解

消するには,ギゼンガらの政府参加が必要だと考え

られたのである｡しかし､その一方で､｢急進派｣が

再びソ連を引き込むことのないよう､政府内で彼ら

少l例えは 香西茂､約賂番､107-108頁｡

92stephenVkissman,Am ericanFweignfbHq血痕eCbngo1960･1964
(Comenuniv.Press,1974);7ub,chp,10;三須拓也 ｢非介入の名のもとで
の介入-ケネディ政権とコン瑠 連軍j 緒方貞子･半滞朝彦編 『グロ
-パル ･ガヴァナンスの歴史変容-国連と国際政治史』ミネルヴァ番

鼠 2007年O
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が ｢不相応な影響力｣を持つことは避けねばならな

かったOよって､｢ルムンバ･ギゼンガグル-プが､

国の基本政策に対して支配的な影響力を行使するこ

となく｣､いわばお飾りのような形で参加するような､

r穏健的な性格の政府の創設に向けて｣,ハマ-ショ

ルドが ｢影響力を発揮｣する必要があった93｡

これに対し､ハマ-ショルドも､｢コンゴにおける

全てのステップは､リスクではあるが､穏健的な政

治結果を得られるように､国連が手を打っている

(playingitscards)｣ことをアメリカ側に伝えている94｡

既に4月の段階で､ハマ-ショルドは,｢穏健派｣指

導者のシリル･アドゥラ (cyriueAdouh)を首相にし

て,イレオとギゼンガを副首相にするという動きが

進行しているとの報告を現地から受けていた｡また､

アメリカも,｢急進派｣の支持も受けうる候補者とし

て､アドウラに目を向け始めていた9㌔

ところが､いざ議会が開催されると､｢急進派｣

の方がわずかに優勢であることが明らかとなった｡

上院議長職を除く13の役職を僅差で ｢急進派｣の候

補が獲ったからである｡ここで､再びcIAが暗躍す
ることとなった｡リチャ-ド･マホニ- (Richard

Mahoney)が国務省官僚に対して行ったインタピュ

-によれば､C壬Å工作員たちが下水トンネルを通じ

て,主要な議員に対して金を配ったという｡また,

国連職員もアドウラ政権成立に奔走した¢アバスの

帰任後oNUC全体の調整役となったリネルが､カサ

ヴブに対し､｢アドウラを首相にするために､彼の持

てるあらゆることをなす｣ように促したO加えて､

リネルに代わりoNUC民政部門の長に就いたマ-

ムード･ヒアリ (MahmoudKhiari)は､アメリカの

駐コンゴ大使に､｢急進派｣と提携していたカタンガ

ルバ族指導者が翻意して ｢穏健派｣の方に投じる見

通しを伝えており､何らかの方法で翻意を促したの

ではないかと見られる960

結嵐 8月1日,カサヴブは,アドウラを政府首

93Telegram 2480M toNY2041961,mug,1960B ,VOL20,1磯
Telegram2248rbSめLjX),5ふ1961,hidり143.
94TelegramNY3392,22ふ1961,1bid･,150.
95TelegramNY2968,2241961,FRUS,1961ぶ,VOL20,127;TAegram2111
m)Sぬi-,2041961,わid･,1恥 TekgramLm2269,2841961,lbidり130･
96Tele卵mLm254,1-&1961,U恥 reel13;なお､ステファン･ワイスマ
ンは､ヒアリに近い欧州人から聞いた情報として､ヒアリが同僚のス
イス人とともに､ロヴァニウム大学構内で謎員たちへ賄賂を渡したと

いう話を紹介している｡vkissnwh151,

班に指名し､翌日､議会がアドウラ内閣を承認した｡

ボンボコは外相に留任し､イレオは情報榔こ就き､

アドゥラが国防相を兼任した｡このため､内相を除

く｢枢要な役職｣は｢穏健派｣が握ることになった｡

ギゼンガには,｢基本的には名拳職｣である､第-刺

首相のポストが充てられたQディ-ン･ラスク国務

長官 beanRusk)は､｢この成功的な結果｣にリネ

ルが大きく責献したことをケネディに報告したoそ

して,国務省は､アメリカ国連代表部に対し､｢良い

仕事に対する我々の満足｣をハマーショルドに伝え

るとともに､リネルの役割が公にならないよう指示

した970

こうして､ハマ-ショルドの思惑通り､｢穏健派｣

の主導する政権が成立し,｢善意｣に基づく干渉は,

その第-の目標を達成することになった｡その後､

oNUC は第二の目標であるベルギ-人顧問の追放

とカタンガの再併合に取り組むことになるが､その

取り組みの最中にハマ-ショルドは命を落とすこと

になる｡しかし､ハマ-ショルドの死後もその取り

組みは継続し､二度に渡る国連軍とカタンガ軍との

戦間の後,63年1月にチョンベ大紋磯が分離活動の

終結を宣言することで､カタンガの分離問題は最終

的に幕が引かれることとなった｡

これにより,oNUCの本来の目的であったコンゴ

の国家建設を行う環境が整ったように思われたが､

皮肉にも､ハマーショルドらカ欄文り持った言急進派｣

と ｢穏健派｣の ｢和解｣は持続しなかった｡上述の

ように､ハマーショルドにとっての ｢和解｣とは､

対立の解消を図ることではなく､｢急進派｣政権の解

消と ｢穏健派｣が主導権を握る統一政権を､議会に

おける多数派工作によって実現することであったO

ゆえに､｢和解｣の過程で,ルムンバ政権崩壊時に発

生した両派の間の亀裂は､なんら修復されなかった

のである｡このため､カタンガの分離活動の終結後､

両派の対立は再燃し､63年から糾年初頭にかけて､

｢急進派｣による反乱が発生した｡この反乱軍は,

一時はコンゴの国土の三分の一を勢力下に治めるほ

どの勢いを見せた｡この事態に歯面し､ウ･タント

97Telegramko281,381961,U恥 reel13;M既 血 mhmR､血 b
Kennedy,3ふ1961,ERと現196143,VOL20,1朗鳩5;Tek卵 m233M toNY,
3-8-1961,Um,耽113;妃血,275-76,
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新国連事務総長 (unant)は､oNUCの撤収を急ぐ

ことしかできなかった｡oNUCの撤退後,コンゴ政

府はベルギ-とアメリカに支援を求め､両国の軍事

的支援の下,反乱は最終的に鎮圧されることとなっ

た｡

結び

以上､本稿で見てきたように､国連コンゴ活動

(ONUC)は､国連職員のパタ-ナリズムに満ちた

活動だったといえる｡国連職員たちは,｢独立｣直後

に発生した ｢騒乱｣の主要因をコンゴ人たちの ｢準
備不足｣にあると判断し,コンゴ人たちに代わって､

国連が提供する ｢影の事務次官｣が実質的に国を統

治する計画が立てられた｡それは､コンゴ人たちが

国連の提供する ｢コンサルタント｣に助言を受けて

国を運営するのではなく､その逆の状況であり,コ

ンゴ人たちは単に ｢政治的な覆い｣として､すなわ

ちお飾りの存在として､ただそこにいれば良いと考

えられた｡このような状況の中で､コンゴ人たちの

意思が重視されることはなかったといえるO

もちろん､支援を与えること自体が問題だったわ

けではない｡問題は､現地の人々に対する蔑視と軽

視にあったO本稿は,未熟なコンゴ人たちよりも自

分たちの方がより良いコンゴの未来を形成できると

いう確信の中で,現地勢力の意向が軽視され,その

結果として､国内状況の悪化を招いたことを明らか

にした｡

ハマ-ショルドとルムンバの決裂にも､前者のパ

タ-ナリズムが大きく関係していたOもちろん､ル

ムンバの性格や摘喝的な外交手法に全く問題がなか

ったわけではない｡しかし､ハマ-ショルドはあく

までの外部の支援者であり,平和維持活動の活動方

針に関して受入国首相を説得し､理解を得る責任は

主にハマ-ショルドの側にあったといえる｡それに

も関わらず､そうした説得の必要性をハマ-ショル

ドが感じなかったのは､彼がルムンバを ｢子供｣だ

とみなしたことと無関係ではないだろう｡

そして､国連職員たちのパターナリズムは,正統

な手続きによって選ばれた首相の更迭と､彼らが望

ましいと考える政府の構築という内政干渉をも引き

起こすに至った｡それは､誰が国を治めるべきかを

外部者である彼らが判断するという意味において､

彼らのパタ-ナリズムの表れだといえた｡

しかし､結局､現地の人々の意思を軽視した彼ら

の政策は､その報いを受けることになるoカサヴプ

の指名した ｢穏健派｣内閣は､議会の承認を得るこ

とができなかったからである｡ハマ-ショルドらは､

ルムンバさえ除去すればうまくいくと考えたが､実

際にはそうではなかった｡喜養会においてむしろルム

ンバ支持の方が大きかったことは､ハマ-シヨルド

にとっては誤算であり､この点で､ハマ-ショルド

は.ルムンバとその支持者たちの力を過小評価して

いたといえる｡結果として､政府瓦解の状況は長期

化し､その間､各地で権力闘争が発生して､国内状

況は悪化していくこととなった｡この間に失われた

命を考えれば､政府不在の約-年間を単なるモラト

リアムと片付けることはできないOこれが､ハマ-

ショルドら外部者の政策の招いた結果だからである｡

更には､彼らが促した､｢穏健派｣と ｢急進派｣

との決裂は､両派の間に修復不可能なほどの亀裂を

生み出した｡そして､それはハマ-ショルドらが達

成した ｢和解｣によって何ら修復されることはなか

った｡その意味で､ハマーショルドらが後押しした､

｢穏健派｣の ｢急進派｣との決裂は､63年以降に発

生した ｢急進派｣の反乱の遠因になったとも考えら

れるO

結局のところ,国連コンゴ活動がコンゴにもたら

したものは､植民地時代からのパターナリズムの押

し付けの,形を変えた継続ではなかっただろうかO

もちろん､植民地支配を目的とした宗主国による統

治と､ハマ-ショルドの構想とはその目的が大きく

異なっていた98｡しかし､現地の人々を未熟な ｢子

供｣とみなし､彼らに訓練を施す問､代わりに国を

統治するという発想と､その発想の源となっている

パタ-ナリズムには､共通点を見出すことができる｡

ルムンバが国連による管矧 こ対して主権の侵害だと

して反発したように､あるいは ｢穏健派｣やカタン

ガ政府が安保理決議161を ｢信託統治イね の試みだ

98同様に,ハマーショルドの構想は､｢殴的に ｢独立｣付与後の政治

的､経済的支配を目的とした ｢新植民地主義｣とも異なる｡よって.

新轍民地主義という観点からハマ-シヨルドの政策構想を捉えること

はできない｡新棟民地主義については､次の文献を参照｡クワメ･エ

ンクルマ (家正治･松井芳昏防御 『新植民地主義』理論社､1971年｡
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と批判したように､ハマ-ショルドの暫定統治構想

は､現地の人々から見れば､/i夕-ナリズムの押し

付けの担い手が､宗主国から国連に移行したに過ぎ

ない側面があったことも見過ごすことはできない｡

そして､本事例は､主権を肩代わりする形での統

治や､現地の政治状況への介入度合い､現地勢力の

軽視､外部に依存するような政権の形成､そしてそ

れらの根底に存在するパターナリズムについては､

｢新しい信託統治｣と呼ばれる､冷戦後の国連によ

る国家建設活動とも共通点を持っている｡つまり,

ハマ-ショルドの暫定統治構想と最近の ｢新しい信

託統治｣には､未熟な現地人の訓練と国家運営の肩

代わりという ｢善意による干渉｣と､その際に行わ

れる意思の押し付けという点で､通底した共通点を

見出すことができる｡これらの事象が持つ弊害と､

これらの事象を引き起こす原動力は､本稿が正にパ

タ-ナリズムという概念を使って捉えようとしたも

のである｡

国連コンゴ活動において国連側が被った人的被

害が大きかったこと,そして同活動があらゆる方面

から様々な批判を浴びたことなどから､この活動の

後､国連による国家建設活動は久しく行われなかっ

た｡しかし､冷戦の終結後､国連による国家建設活

動や暫定統治は､復活を遂げることになった｡その

際に,その活動に内包されていたパタ-ナリズムも

同様に再生を果たしたといえるのではないだろうか｡

そして､パタ-ナリズムに基づく現地勢力の軽視と

意思の押し付けは､歴史的に繰り返され､現在もま

だ繰り返されているのではないだろうか｡

(たまむら･たけし 東京外国綿大学海外事憾粥宅所研究員)


